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稲武町面ノ木峠（愛知児の矢作川源流域）

における鳥類相
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はじめに

筆者は愛知県内における鳥類の生息状況について調査を進めており，今回は 1995 年 4 月

から1996 年 3 月まで愛知県北設楽郡稲武町の面ノ木峠（標高 1100 m ）の原生林で鳥類相調

査を行った．愛知県内の原生林は北設楽郡設楽町の段戸山裏谷にも残されているがその他で

は小面積にすぎない．原生林での鳥類相調査は人間の手が加えられる以前の状況を知る上で

ぜひとも調べておきたい重要な場所である．

面ノ木峠における鳥類相の調査報告は，宮原（1996）が唯一であり，そのなかでは自身の

記録と東三河野鳥同好会の記録とを合わせて69 種類を挙げている．しかし，センサスなど

の調査記録は掲載されていない．本報告は筆者の実施した帯センサス法による結果を詳述

し，面ノ木峠の鳥類生息地としての実態を明らかにするとともに，この地の鳥類目録を提示

する ものであ る．

調査地

調査地は，愛知県と長野県の県境付近の通称奥三河山地で，茶臼山高原道路と県道東栄稲

武線の交差する面ノ木峠（北緯 35 度 11 分，東経 137 度 35 分，標高 1000 m か ら1240 m ）

で愛知県稲武町，設楽町，津具村と長野県根羽村の町村境に位置している．ちなみに愛知県

の山の最高峰は茶臼山で標高 1415．2 m で，この稜線の延長である調査地は愛知県内では最

も標高の高い地域であり，矢作川の源流域となっている．

気候については，調査地には常設の気象観測所がないので，調査地に近い稲武町稲橋の

データを参考にした（表－ 1）．稲橋では年平均気温 11．8°C で月平均の最低気温は 1 月の

－5．1°C，月平均 の最高気温 は 8 月の 28．2°C である．年間降水量 は1903．5 m m である．稲

表－ 1 稲武町稲橋における気温平年値の月別比較表（1961－1990）と降水量（1981－1990）

月            1月    2月    3月     4月    5月    6月    7月    8月     9月       10月    11月    12月    年平均

平均気温°C －0．1 0．5 3．9 9．9 14．6 18．7 22．7 23．5 19 ．7 13．5 7．6 2．4 11．8

最高気温（平均） 4 ．9 5．6 9．6 16．2 2 0．5 23．4 27．1 28．2 24 ．4 19．0 13．5 7．5 17 ．1

最低気温（平均） －5．1 －4．5 －1．8 4．1 8．7 14．2 18．6 18．8 15 ．5 8．1 2．0 －2．5 6．8

降水量 m m 53 ．7 91．9 178．5 161．5 19 3．7 2 64．7 228．3 224．0 277 ．8 96．3 91．9 41．3 1903．5

年平均欄の降水量は年間降水量．稲武町（1996）より抜粋．
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橋は標高 520 m に位置しており，面ノ木峠 1100 m とは 580 m の標高差がある．標高が 100

m 上がるごとに気温は約 0．6°C 下がるので稲橋よりも面ノ木峠では約 3．5°C気温が低いこと

になる．従って面ノ木峠は寒冷な気候であり夏は涼しく，冬は厳寒の地といえる．実際に 2

月3 日早朝の調査では積雪 40～50 cm ，天気曇で－10°C であった．

調査ルートは面ノ木峠の北側に広がる主に落葉樹の原生林の森林ルートと峠の南西部にあ

る面ノ木牧場の牧場ルートである．森林ルートは原生林が約 70％を占め，スギ，ヒノキの

人工林が約 30％である．原生林は概ね尾根から沢までの西側斜面に生育 しており，主な樹

種はブナ，ミズナラ，コシアブラ，クマシデ，ミズメ，ハ リギリ等の高木とタンナサワフタ

ギ， リョウブ，ナツツバキ，アブラチャン， ミツバツツジ，シロモジ，オオカメノキ等の中

低木にウラジロモミ，サワラ等の針葉樹の高木も少し混じる．林床はかなりの面積がスズタ

ケに覆われている．牧場ルー トは山頂部分が完全に伐採され草原状になっており，春から秋

にかけては肉用牛が放牧されている．牧草の生育は悪く，ほとんどの面積がオオバコ，ヨモ

ギ，コケ類などの低茎草地となっている．牧場の周囲は潅木林 とスギ，ヒノキの人工林 と

なっている（写真 1～6）．

調査方法

調査ルートは，森林ルートが 4 月はルート設定の下見を兼ねて実施 したため約 6．3 km と

なったが， 5 月以降は約 4．5 km で毎回，峠の駐車場から左回りに周回するコースをとっ

た．また，牧場ルートでは約 2．3 km のコースである（図－ 1）．調査は帯センサス法を用

いて，早朝（日の出時刻前後）から始め，森林ルー ト，牧場ルー トの順で実施した．観察幅

はコースの片側 25 m などとはせずに確認された全ての種類 と個体数を記録した．これは，

大型鳥類では警戒心が強く容易に人を近づけないため観察幅を決めることでほとんどの場合

観察幅の範囲外となってしまったり，観察できる幅が林などの陰となり25 m よりも狭 くな

写真 1 春の面ノ木峠（95．5．6）



矢作川研究 N o．1 ：131～166， 1997

写真 2 秋の面ノ木峠（95．11．12）

写真 3 冬の面ノ木峠（96．2．3）

写真4 春の森林ルー ト（95．5．6）

1 3 3
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写真 5 冬の森林ルー ト（96．2．3）

写真 6 春の牧場ルー ト（95．5 ．6）

るなどの場合もあり，鳥の種類や環境要因などにより常に一定した範囲の鳥類の確認が困難

なためである．観察者によっても観察幅に開きがみられたり，鳥種によっては観察幅の範囲

外であっても範囲内に加えたりなど，一定面積当たりの密度を積算しても，他の調査者の記

録との比較において誤差が大きいものと思われる．

調査結果及び考察

調査は 4 月から始め翌年 3 月まで，毎月 1 回（5 月は2 回）合計 13 回実施 し，牧場ルー

トでは，多数の放牧された牛がセンサスルー トを塞いでいて調査できなかった 6，7 月と積

雪が多 く踏査できなかった 2 月を除いた合計 9 回実施した．森林ルー トではセンサス時間
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図－ 1 調査地図（点線は 4 月のルー ト）

4 7 時間 22 分， 1 回当たり平均 3 時間 38 分 を要した．牧場ルー トのセンサス時間は 11 時間

3 2 分で 1 回当たり平均 1 時間 17 分であった．森林ルートと牧場ルー トを合わせた総センサ

ス時間は 58 時間 54 分 となった．それらの調査状況を表－ 2 に掲げた．

調査距離については高低差や蛇行しているなど，誤差がかなりあると思われるが，国土地

理院発行の 2万 5000分の 1 地形図から計った値を示した．歩行速度は森林ルー トでは 1．0

k m ／暗から1．5 k m ／時で年間平均 1．3 k m ／時であった．牧場ルートでは 1．0 km ／時から2．6

k m ／時で年間平均 1．8 km ／時であった．

（ 1）生息種類

今回の調査で確認された鳥類は森林ルー トが 6 日 19 科 59 種，牧場ルートが 6 日18科 36

種，合わせて 6 目20 科 66 種類であった．最も種類数が多かったのは 11月の 35 種，最も少

なかったのは 3 月の 13 種で 22種類の開きが見られた．季節別には秋 （9 月～11 月）が 50

種で最 も多 く，次いで春（3 月～ 5 月）の 44 種，夏（6 月～ 8 月）の 36 種，冬（12 月

～2 月）の 35 種となる（表－ 3 ）．面ノ木峠では積雪が 1 月から3 月にかけて見られ，鳥類

にとっては最も厳しい季節となる．その季節を冬 とすれば，冬は26 種類となり12 月～ 2 月

よりも9 種類減少する．表－ 4 では種類数を渡 り区分別，月別，季節別に分けた．渡 り区分

については愛知県における生息状況を中心に，中部地方の生息状況を勘案して決めた．これ

は，調査地が本州中部山岳地の南端にあたり，地域的にも環境的にも一続きであることによ

る．渡り区分の方法については下記の通りである．

留鳥 ：1年を通して愛知県内に生息し，繁殖している種類．

夏鳥 ：春から秋にかけて中部地方に生息し，繁殖しているが，越冬していない種類．
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表－ 2 調査状況

森林

調査年月日 天気 風 調査時刻 調査時間 調査距離

9 5 ． 4 ． 8

9 5 ． 5 ． 3

9 5 ． 5 ． 6

9 5 ． 6 ． 3

9 5 ． 7 ． 8

9 5 ． 8 ． 6

9 5 ． 9 ． 8

9 5 ．1 0 ． 7

9 5 ．1 1 ．1 2

9 5 ．1 2 ． 9

9 6 ． 1 ． 7

9 6 ． 2 ． 3

9 6 ． 3 ． 3

晴

霧後雨

晴

霧後曇

曇晴

曇－時小雨晴

快晴

快晴

快晴

曇

晴

弱

微

無－弱

弱

弱

微

微

無

弱

弱

微

弱-中

弱

5 ：4 2 －1 0 ：1 2

5 ：1 3 － 8 ：2 4

5 ：0 7 － 8 ：4 1

4 ：3 7 － 8 ： 1 0

5 ：0 7 － 8 ：4 8

5 ：1 1 － 8 ：0 8

5 ：3 5 － 8 ：3 2

5 ： 5 3 － 9 ：5 3

6 ：2 6 －1 0 ：1 8

6 ：5 4 －1 0 ：1 4

6 ：5 4 －1 0 ：3 1

7 ：0 5 －1 1 ：3 0

6 ：3 0－1 0 ：1 5

4 時間30分

3 時間11分

3 時間34分

3 時間33分

3 時間41分

2 時間57分

2 時間57分

4 時間00分

3 時間52分

3 時間20分

3 時間37分

4 時間25分

3 時間45分

6 ．3 k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

4 ．5k m

4 ．5k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

4 ．5 k m

合計 13回

牧場

調査年月日 天気 風

4 7時間22分

調査時刻 調査時間 調査距離

9 5 ． 4 ． 8

9 5 ． 5 ． 6

9 5 ． 8 ． 6

9 5 ． 9 ． 8

9 5 ．1 0 ． 7

9 5 ．1 1 ．1 2

9 5 ．1 2 ． 9

9 6 ． 1 ． 7

9 6 ． 3 ． 3

晴

晴

晴

曇

晴

快晴

快晴

快晴晴

弱

微

弱

弱

弱

弱

弱

微

弱

1 0 ：4 8 －1 2 ：0 1

8 ：4 7 － 9 ：5 2

8 ：0 8 －1 0 ：3 3

8 ：4 2 － 9 ：4 3

9 ：5 4 －1 0 ：4 8

1 0 ：3 8 －1 1 ：5 3

1 0 ：4 5 －1 2 ：0 4

1 0 ：4 8 －1 1 ：5 8

1 0 ：3 1 －1 1 ：4 1

1 時間13分

1 時間05分

2 時間25分

1 時間01分

0 時間54分

1 時間15分

1 時間19分

1 時間10分

1 時間10分

2 ．3 k m

2 ．3 k m

2 ．3 k m

2 ．3 k m

2 ．3 k m

2 ．3 k m

2 ．3 k m

2 ．3 k m

2 ．3 k m

合計 9回 1 1時間32分

冬鳥 ：秋から春にかけて中部地方に生息し，越冬しているが，繁殖していない種類．

漂鳥 ：1 年を通して中部地方に生息し，標高の高い地域で繁殖しているが，愛知県内では繁

殖しておらず，越冬のために低地へ漂行する種類 （愛知県内での繁殖の可能性のある

種類 も繁殖未記録種は漂鳥に含めた）．

旅鳥：渡りの途中に定期的に観察されるが，中部地方では繁殖も，越冬もしていない種類．

その他にも迷鳥，希鳥などの区分もできるが今回の調査ではそれらに当てはまる種類が出現

しなか った．

渡り区分による年間の種類の構成比は留鳥が 45．5％と約半数を占め，夏鳥が 25．8％，冬

鳥と漂鳥が 13．6％，旅鳥が1種類のみで1．5％とつづく．留鳥は年間では合計30種類が出

現しており， 2 月の 10 種から4 月の 23 種 までの開きがみられた．これは年間を通して調査

地に留まる主な種類がヒガラ，エナガ，ヤマガラ，シジュウカラ，ハシブトガラス，カケ

ス，コガラ，アカゲラ，コゲラの 9種類であり，厳冬期には里へ漂行するウグイス，ミソサ

ザイ，ホオジロ，イカル，キセキレイ，モズ，セグロセキレイや調査地では冬鳥的なカワラ

ヒワなどの種類が含まれているためである．夏鳥は5 月から10 月にかけて 17 種類が出現し
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表一 3 森林ルー トと牧場ルー トの季別出現種

目 科 種
春 夏 秋 冬 年間

森 牧 森 牧 森 牧 森 牧 森 牧

ワシタカ目 ワシタカ科 ハチクマ ○ ○

トビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオタカ ○ ○

ツミ ○ ○

ハイタカ ○ ○

ノス リ ○ ○ ○ ○ ○

キジ目 キジ科 ヤマ ドリ ○ ○ ○

キジ ○ ○ ○ ○

ハ ト目 ハ ト科 キジバ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アオバ ト ○ ○ ○ ○ ○

ホト トギス目 ホ トトギス科 ジュウイチ ○ ○

カツコウ ○ ○

ツツ ドリ ○ ○ ○ ○ ○

ホ トトギス ○ ○

キツツキ目 キツツキ科 アオゲラ ○ ○ ○ ○ ○

アカゲラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

オオアカゲ ラ ○ ○ ○ ○

コゲラ ○ ○ ○ ○ ○

スズメ目 ヒバ リ科 ヒバ リ ○ ○ ○ ○

ツバ メ科 ツバ メ ○ ○ ○ ○

イワツバ メ ○ ○ ○ ○

セキレイ科 キセキレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

セグロセキレイ ○ ○ ○ ○ ○

ピンズイ ○ ○ ○

タヒバ リ ○ ○ ○

ヒヨドリ科 ヒヨ ドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モズ科 モズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カワガラス科 カワガラス ○ ○

ミソサザ イ科 ミソサザイ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イ ワヒバ リ科 カヤ クグ リ ○ ○

ヒタキ科 コマ ドリ ○ ○ ○ ○

コル リ ○ ○ ○

ル リビタキ ○ ○ ○

ジ ョウビタキ ○ ○

マ ミジロ ○ ○ ○

クロツグ ミ ○ ○ ○

シロハフ ○ ○

マ ミチャジナイ ○ ○

ツグ ミ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤプサメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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春は3～5月，夏は6～8月，秋は9～11月，冬は12～2月．

森は森林ルー ト，牧は牧場ルー ト．

表－ 4 生息種数 と季節変動

目 科 種
春 夏 秋 冬 年 間

森 牧 森 牧 森 牧 森 牧 森 牧

スズ メ目 ヒタキ科 ウグイス ○ ○ ○ ○ ○ ○

メボソム シクイ ○ ○

センダイムシクイ ○ ○

キクイタダキ ○ ○

キビタキ ○ ○ ○ ○

オオル リ ○ ○ ○ ○

コサメ ビタキ ○ ○

エナガ科 エナガ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シジュウカラ科 コガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヤマガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シジュウカラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メジロ科 メジロ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホオジロ科 ホオジロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カシラダカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

アオ ジ ○ ○

ア トリ科 ア トリ ○ ○ ○

カワラ ヒワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

マ ヒワ ○ ○

ベニマシコ ○ ○ ○ ○ ○

ウソ ○ ○ ○ ○

イカル ○ ○ ‾○ ○ ○

シメ ○ ○

カラス科 カケス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハシボソガラス ○ ○ ○ ○

ハ シブ トガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 目 20科 66種 40 22 32 10 45 25 28 16 59 36

44 36 50 35 66

季節 春 夏 秋 冬
合計構成比

月 3 4 5 計 6 7 8 計 9 10 11 計 12 1 2 計

留鳥 11 23 22 27 14 13 20 23 21 21 22 25 19 16 10 2 1 30　 （45 ．5）

夏鳥 10 10 11 9 6 12 5 5 9 17　 （25 ．8）

冬鳥 2 1 3 7 7 6 6 2 8 9　 （13 ．6）

漂鳥 2 2 4 1 1 1 2 6 8 6 2 2 6 9　 （13 ．6）

1 1 1 （1 ．5）

合計 13 26 34 44 25 23 26 36 27 29 35 50 3 1 24 14 35 66
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た． 5 月にはコル リ，コマ ドリ，ヤプサメ，オオル リ，センダイムシクイ，ツツドリ，マ ミ

ジロ，キビタキなどの主要な種類が渡来する． 6 月にはホトトギス，カツコウ，ジュウイチ

が加わり，調査地で繁殖していると思われる夏鳥の種類がそろう．クロツグミ，メボソムシ

クイ，ツバメ，イワツバメは調査地では単に通過しているだけのようである．冬鳥は 11 月

から翌年の 4 月にかけて 9 種類が出現した．11 月に入 りア トリ，ツグミ，カシラダカ，タ

ヒバ リの群れが渡来（留鳥に入れたカワラヒワも11 月，12 月， 1 月に群れで出現している

ので冬鳥的な傾向を示している），冬鳥のほとんどの個体は調査地では越冬していないよう

で，12 月， 1 月には減少 し， 2 月， 3 月にはほとん どが出現 していない．また，カシラダ

カは春の渡り時期 （4 月）にも群れで出現した．漂鳥は 3，6，8 月に記録されなかっただけ

で各月 1 か ら6 種類が出現し，年間では9 種であった．ウソ，キクイタグキは調査地で越冬

しており，ピンズイ，ル リビタキ，アオジ，カヤクグリなどは単に通過 しているだけのよう

である．旅鳥は10月にマミチャジナイ1種類のみの出現であった．

（ 2）鳥類群集構造

面ノ木峠森林ルートと牧場ルートにおける調査結果を表－ 5 から表－12 に掲げる．表は

黒田（1973，1982）を参考に作成した．表－ 5 と表－ 9 は調査日別出現個体数で出現数の多

い順に並べ，平均数，出現率，密度指数（その種の分布と密度を合わせて一つの指数として

表す もので計算式 は平均数×出現率％）も算出した．表－6と表－10は月別渡り区分別

時間密度 （その種の個体数／調査に要した時間）で，同じルートの調査でも毎回の調査時問

が出現頻度など様々な条件によって異なるため， 1 時間当たりの密度に換算することで平均

化し，比較資料とする．表－ 7 と表－11 は月別優占度（その種の出現個体数／その日の総出

現個体数×100％）で，出現した鳥類の個体数割合を示す．表－ 8 と表－12 は鳥相内出現率

（ その種の出現頻度／その日の総出現頻度×100％）で，その種がどれほど普通種かを知る割

合である．

a ）森林ルート

合計 13 回の調査を実施，59 種類，2635 羽が記録された． 1 回当たりの出現種類数は3 月

の11種類から5 月 6 日と11 月の 30 種で平均 22．1 種類であった．個体数（時間密度）はや

はり3 月が最 も少な く38 羽 （10．1 羽／時）から11 月の 1044 羽 （269．8羽／時）で平均202．7

羽（55．63 羽／時）であった．

季節別にみると春（3，4，5 月）は種類数 44 種， 1 回当た りの平均個体数 124．5羽

（ 33・2羽／時），夏（6，7，8 月）はそれぞれ 36 種，121．3羽 （35．7 羽／時），秋（9，10，11

月）は 50 種，449．7 羽（124．7 羽／時），冬 （12，1，2 月）は 35 種，141．3 羽 （37．3 羽／時）

となり春秋に渡りの関係で種類が多く，秋には個体数が突出して多い．これは，冬鳥のアト

リ，ツグミ，カシラダカと留鳥のカワラヒワ（恐らく北方で繁殖の亜種で冬鳥とした方が妥

当と思われる）の群れの出現によって最高となった．一方，冬の 2 月 14 種，54 羽と，春の

3 月 11 種，38 羽は最低の個体数であった．これは2 月に積雪量が最も多く，樹上採餌性の

カラ類など以外の種類ではほとんどが里へ下 りてしまい， 3 月にはまだ戻ってこなかったた

めと考えられる．



1 4 0 稲武町面ノ木峠 （愛知県の矢作川源流域）における鳥類相 （真野 徹）

表－ 5 森林ルー ト（調査日別出現数）

種　　 名
4 月 5 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 11 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 年 間

平 均 出現 率
密 度 渡 り

8 日 3 日 6 日 3 日 8 日 6 日 8 日 7 日 12 日 9 日 7 日 3 日 3 日 合 計 指 数 区 分

ア ト リ 6 5 4 1 0 30 1 6 95 5 3 ．5 30 ．8 40 ．6 冬 鳥

ヒ ガ ラ 3 7 24 2 9 2 9 1 2 1 4 2 4 1 8 2 2 1 7 28 13 1 7 2 84 2 1 ．8 1 0 0 ，0 46 ．7 留 鳥

ツ グ ミ 1 6 9 30 12 1 2 12 1 6 ．3 3 0 ．8 22 ．4 冬 鳥

ウ グ イ ス 1 7 15 1 3 3 4 2 8 1 6 7 1 9 1 1 50 1 1 ．5 69 ．2 28 ．3 留 鳥

エ ナ ガ 5 2 4 6 1 1 5 7 9 3 32 1 1 30 1 0 ．0 76 ．9 27 ．7 留 鳥

ヤ マ ガ ラ 13 7 6 1 1 6 7 7 1 4 8 3 13 4 2 10 1 7 ．8 1 00 ．0 2 7 ．9 留 鳥

カ ワ ラ ヒ ワ 1 54 1 5 3 0 1 10 1 7 ．8 38 ．5 17 ．3 留 鳥

ミ ソ サ ザ イ 6 14 8 2 2 1 4 3 4 2 5 7 8 6 ．0 6 9 ．2 2 0 ．4 留 鳥

シ ジ ュ ウ カ ラ 6 7 10 8 6 1 6 1 1 6 2 5 8 7 6 5 ．8 9 2 ．3 2 3 ．2 留 鳥

カ シ ラ ダ カ 2 28 2 5 18 7 3 5 ，6 3 0 ．8 13 ．2 冬 鳥

ハ シ ブ ト ガ ラ ス 26 3 12 4 3 1 3 2 7 3 4 3 2 7 3 5 ．6 10 0 ．0 2 3 ．7 留 鳥

カ ケ ス 4 4 6 4 6 6 2 7 2 2 4 3 2 7 0 5 ．4 9 2 ．3 2 2 ．3 留 鳥

コ ル リ 17 15 17 6 3 5 8 4 ．5 3 8 ．5 1 3 ．1 夏 鳥

メ ジ ロ 12 5 5 3 2 5 4 4 ．2 3 0 ．8 1 1 ．3 留 鳥

コ ガ ラ 7 8 1 4 1 1 5 6 5 9 2 1 5 0 3 ．8 9 2 ．3 1 8 ．8 留 鳥

ア カ ゲ ラ 14 1 8 4 2 2 6 6 3 1 1 1 1 5 0 3 ．8 1 0 0 ．0 1 9 ．6 留 鳥

コ ゲ ラ 2 3 2 1 3 5 5 2 7 3 2 3 5 2 ．7 8 4 ．6 1 5 ．1 留 鳥

コ マ ド リ 9 9 6 3 2 1 3 0 2 ．3 4 6 ．2 1 0 ．3 夏 鳥

ヒ ヨ ド リ 1 1 5 8 8 5 1 2 9 2 ．2 5 3 ．8 1 1 ．0 留 鳥

ヤ プ サ メ 8 2 3 5 2 9 2 9 2 ．2 4 6 ．2 1 0 ．2 夏 鳥

ウ ソ 4 6 2 3 6 2 1 1 ．6 3 8 ．5 7 ．9 漂 鳥

ホ オ ジ ロ 9 2 1 2 1 2 3 2 0 1 ．5 5 3 ．8 9 ．1 留 鳥

キ ク イ タ グ キ 2 1 4 3 8 1 8 1 ．4 38 ．5 7 ．3 漂 鳥

イ カ ル 1 1 3 4 6 1 5 1 ．2 38 ．5 6 ．7 留 鳥

オ オ ル リ 4 4 1 4 1 1 4 1 ．1 38 ．5 6 ．4 夏 鳥

セ ン ダ イ ム シ ク イ 5 3 3 1 1 2 0 ．9 30 ．8 5 ．3 夏 鳥

ツ ツ ド リ 1 4 6 1 1 0 ．8 23 ．1 4 ．4 夏 鳥

シ ロ ハ フ 1 1 1 1 0 ．8 7 ．7 2 ．6 冬 鳥

ホ ト ト ギ ス 4 5 1 10 0 ．8 23 ．1 4 ．2 夏 鳥

キ ジ バ ト 1 1 1 1 2 2 2 10 0 ．8 53 ．8 6 ．4 留 鳥

ア オ ゲ ラ 1 2 1 1 2 1 1 9 0 ．7 53 ．8 6 ．1 留 鳥

マ ミ ジ ロ 1 4 1 1 2 9 0 ．7 38 ．5 5 ．2 夏 鳥

ア オ バ ト 2 1 2 3 8 0 ．6 3 0 ．8 4 ．4 漂 鳥

キ セ キ レ イ 1 1 1 2 1 6 0 ．5 3 8 ．5 4 ．2 留 鳥

ト ビ 1 5 6 0 ．5 15 ．4 2 ．7 留 鳥

ピ ン ズ イ 1 5 6 0 ．5 15 ．4 2 ．7 漂 鳥

モ ズ 1 1 1 1 1 1 6 0 ．5 4 6 ．2 4 ．6 留 鳥

ク ロ ツ グ ミ 1 5 6 0 ．5 15 ．4 2 ．7 夏 鳥

ヤ マ ド リ 1 1 2 1 1 6 0 ．5 3 8 ．5 4 ．2 留 鳥

マ ヒ ワ 1 1 3 5 0 ．4 2 3 ．1 3 ．0 冬 鳥

キ ビ タ キ 1 2 1 1 5 0 ．4 3 0 ．8 3 ．4 夏 鳥

メ ボ ソ ム シ タ イ 5 5 0 ．4 7 ．7 1 ．7 夏 鳥

オ オ ア カ ゲ ラ 2 2 1 5 0 ．4 2 3 ．1 3 ．0 留 鳥

ル リ ビ タ キ 3 1 4 0 ．3 15 ．4 2 ．2 漂 鳥

ノ ス リ 3 1 4 0 ．3 15 ．4 2 ．2 漂 鳥

カ ツ コ ウ 2 1 3 0 ．2 15 ．4 1 ．9 夏 鳥

ア オ ジ 1 2 3 0 ．2 15 ．4 1 ．9 漂 鳥

ペ ニ マ シ コ 1 1 2 0 ．2 15 ．4 1 ．5 冬 鳥

セ グ ロ セ キ レ イ 2 2 0 ．2 7 ．7 1 ．1 留 鳥
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表－ 6 森林ルー ト（月別渡り区分別時間密度）

種　　 名
4 月 5 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 12 月 1 月 2 月 3 月 年 間

平 均 出 現 率
密 度 渡 り

8 日 3 日 6 日 3 日 8 日 6 日 8日 7 日 1 2 日 9 日 7 日 3 日 3 日 合 計 指 数 区 分

カ ヤ ク グ リ 2 2 0 ．2 7 ．7 1 ．1 漂 鳥

ジ ョ ウ ビ タ キ 2 2 0 ．2 7 ．7 1 ．1 冬 鳥

マ ミ チ ャ ジ ナ イ 2 2 0 ．2 7 ．7 1 ．1 旅 烏

イ ワ ツ バ メ 2 2 0 ．2 7 ．7 1 ．1 夏 鳥

ジ ュ ウ イ チ 2 2 0 ．2 7 ．7 1 ．1 夏 鳥

カ ワ ガ ラ ス 1 1 0 ．1 7 ．7 0 ．8 留 鳥

ツバ メ 1 1 0 ．1 7 ．7 0 ．8 夏 鳥

キ ジ 1 1 0 ．1 7 ．7 0 ．8 留 鳥

シ メ 1 1 0 ．1 7 ．7 0 ．8 冬 鳥

コ サ メ ビ タ キ 1 1 0 ．1 7 ．7 0 ．8 夏 鳥

種 類 数 合 計 23 1 8 3 0 2 5 2 3 2 2 1 9 2 6 3 0 26 20 14 1 1 5 9

個 体 数 合 計 1 74 1 2 4 1 6 2 1 7 4 1 1 8 7 2 1 0 0 2 0 5 1 0 4 4 1 58 2 12 5 4 38 2 63 5

種　　　 名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 年 間

留

鳥

ヒ ガ ラ 8 ．2 7 ．9 8 ．2 3 ．3 4 ，7 8 ．1 4 ，5 5 ．7 5 ．1 7 ．7 2 ．9 4 ．5 6 ．0 0

ウ グ イ ス 3 ．8 4 ．1 9 ．6 7 ．6 5 ．4 2 ．4 4 ．8 0 ．3 3 ．1 7

エ ナ ガ 1 ．1 0 ．3 1 ．1 2 ．0 3 ．7 1 4 ．3 2 ．3 0 ．9 8 ．8 0 ．2 2 ．7 4

ヤ マ ガ ラ 2 ．9 1 ．9 3 ．1 1 ．6 2 ．4 2 ．4 3 ．5 2 ．1 0 ．9 3 ，6 0 ．9 0 ．5 2 ．1 3

カ ワ ラ ヒ ワ 0 ．2 1 4 ．0 4 ．5 8 ．3 0 ．3 2 ．1 3

ミ ソ サ ザ イ 1 ．3 3 ．3 6 ，2 3 ．8 1 ．0 1 ．4 0 ．5 1 ．3 1 ．6 5

シ ジ ュ ウ カ ラ 1 ．3 2 ．5 2 ．3 1 ．6 0 ．3 2 ．0 2 ．8 1 ．6 0 ．6 1 ．4 2 ．1 1 ．6 0

ハ シ ブ ト ガ ラ ス 5 ．8 2 ．2 1 ．1 0 ．8 0 ．3 1 ．0 0 ．5 1 ．8 0 ．9 1 ．1 0 ．7 0 ．5 1 ．5 4

カ ケ ス 0 ．9 1 ．5 1 ．1 1 ．6 2 ．0 6 ．8 0 ．5 0 ．6 1 ．1 0 ．7 0 ．5 1 ．4 8

メ ジ ロ 2 ．7 1 ．4 1 ．3 8 ．3 1 ．1 4

コ ガ ラ 1 ．6 1 ．2 0 ．3 1 ．1 0 ．3 0 ．3 1 ．3 1 ．6 1 ．5 2 ．5 0 ．5 0 ．3 1 ，0 6

ア カ ゲ ラ 3 ．1 1 ．3 1 ．1 0 ．5 0 ．7 2 ．0 1 ．5 0 ．8 0 ．3 0 ．3 0 ．2 0 ．3 1 ．0 6

コ ゲ ラ 0 ．4 0 ．4 0 ．5 0 ．3 1 ．0 1 ．3 1 ．3 0 ．6 1 ．9 0 ．7 0 ．5 0 ．7 4

ヒ ヨ ド リ 0 ．2 0 ．3 1 ．3 2 ．4 2 ．2 1 ．1 0 ．3 0 ．6 1

ホ オ ジ ロ 2 ．0 0 ．3 0 ．3 0 ．7 0 ．3 0 ．5 0 ．9 0 ．4 2

イ カ ル 0 ．2 0 ．1 0 ．8 1 ．0 1 ．6 0 ．3 2

キ ジ バ ト 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．5 0 ．6 0 ．6 0 ．2 1

ア オ ゲ ラ 0 ．2 0 ．4 0 ．3 0 ．5 0 ．3 0 ．3 0 ．1 9

ト ビ 0 ．2 1 ．7 0 ．1 3

ヤ マ ド リ 0 ．2 0 ．4 0 ，3 0 ．2 0 ．1 3

キ セ キ レ イ 0 ．2 0 ．3 0 ．3 0 ．7 0 ．3 0 ．1 3

モ ズ 0 ．1 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．1 3

オ オ ア カ ゲ ラ 0 ．3 0 ．7 0 ．3 0 ．1 1

セ グ ロ セ キ レ イ 0 ．5 0 ．0 4

カ ワ ガ ラ ス 0 ．1 0 ．0 2

キ ジ 0 ．1 0 ．0 2

夏

鳥

コ ル リ 4 ．7 4 ．8 1 ．6 1 ．0 1 ．2 2

コ マ ド リ 2 ．7 1 ．7 0 ．8 0 ．7 0 ．3 0 ．6 3

ヤ プ サ メ 1 ．5 0 ．8 1 ．4 0 ．7 3 ．1 0 ．6 1

オ オ ル リ 1 ．2 0 ．3 1 ．1 0 ．3 0 ．3 0



1 42 稲武町面ノ木峠 （愛知県の矢作川源流域）における鳥類相 （真野 徹）

表－7 森林ルート（月別優占度）

種　　　 名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0月 1 1月 1 2月 1 月 2 月 3 月 年 間

セ ン ダ イ ム シ タ イ 1 ．2 0 ．8 0 ．3 0 ．25

ツ ツ ド リ 0 ．7 1 ．7 0 ．23

ホ ト トギ ス 1 ．1 1 ．4 0 ．3 0 ．2 1

マ ミ ジ ロ 0 ．7 0 ．3 0 ．3 0 ．7 0 ．19

ク ロ ツ グ ミ 0 ．1 1 ．3 0 ．13

メ ボ ウ ム シ ク イ 1 ．3 0 ．11

キ ビ タ キ 0 ．1 0 ．6 0 ．3 0 ．3 0 ．1 1

カ ツ コ ウ 0 ．6 0 ．3 0 ．0 6

イ ワ ツ バ メ 0 ．5 0 ．0 4

ジ ュ ウ イ チ 0 ．6 0 ．04

ツバ メ 0 ．3 0 ．02

コ サ メ ビ タ キ 0 ．1 0 ．02

冬

鳥

ア ト リ 169 ．0 3 ．0 8 ．3 0 ．3 1 4 ．67

ツ グ ミ 43 ．7 9 ．0 3 ．3 0 ．2 4 ．48

カ シ ラ ダ カ 0 ．4 7 ．2 7 ．5 5 ．0 1 ．54

シ ロ ハ フ 3 ．3 0 ．2 3

マ ヒ ワ 0 ．3 0 ．3 0 ．7 0 ．11

ペ ニ マ シ コ 0 ．3 0 ．3 0 ．0 4

ジ ョ ウ ビ タ キ 0 ．5 0 ．0 4

シ メ 0 ．3 0 ．0 2

漂

鳥

ウ ソ 0 ．9 1 ．6 0 ．6 0 ．8 1 ．4 0 ．4 4

キ ク イ タ ダ キ 0 ．5 0 ．3 1 ．2 0 ．8 1 ．8 0 ．3 8

ア オ バ ト 0 ．3 0 ．3 0 ．5 0 ．9 0 ．1 7

ピ ン ズ イ 0 ．1 1 ．3 0 ．1 3

ノ ス リ 1 ．0 0 ．3 0 ．08

ル リ ビ タ キ 0 ，7 0 ．3 0 ．08

ア オ ジ 0 ．3 0 ．6 0 ．06

カ ヤ ク グ リ 0 ．5 0 ．04

旅 マ ミ チ ャ ジ ナ イ 0 ．5 0 ．04

種 類 数 合 計 2 3 3 1 2 5 2 3 2 2 1 9 2 6 3 0 2 6 2 0 1 4 1 1 5 9

合 計 密 度 ／時 3 8 ．7 4 2 ．4 4 9 ．0 3 2 ．1 2 4 ．4 3 3 ．9 5 1 ．3 2 6 9 ．8 4 7 ．4 5 8 ．6 1 2 ．2 1 0 ．1 5 5 ．63

種　　　 名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 1 1月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 年 間

ア ト リ 6 2 ．6 6 ．3 1 4 ．2 2 ．6 2 6 ．3 8

ヒ ガ ラ 21 ．3 1 8 ．5 1 6 ．7 1 0 ．2 1 9 ．4 2 4 ．0 8 ．8 2 ．1 1 0 ．8 1 3 ．2 2 4 ．1 4 4 ．7 1 0 ．78

ツ グ ミ 1 6 ．2 1 9 ．0 5 ．7 1 ．9 8 ．0 5

ウ グ イ ス 9 ．8 9 ．8 1 9 ．5 2 3 ．7 2 2 ．2 7 ．0 9 ．3 0 ．1 5 ．6 9

エ ナ ガ 2 ．9 0 ．7 2 ．3 8 ．3 1 1 ．0 2 7 ．8 0 ．9 1 ．9 1 5 ．1 1 ．9 4 ．9 3

ヤ マ ガ ラ 7 ．5 4 ．5 6 ．3 5 ．1 9 ．7 7 ．0 6 ．8 0 ．8 1 ．9 6 ．1 7 ．4 5 ．3 3 ．8 3

カ ワ ラ ヒ ワ 0 ．6 5 ．2 9 ．5 1 4 ．2 2 ．6 3 ．8 3

ミ ソ サ ザ イ 3 ．4 7 ．7 1 2 ．6 1 1 ．9 4 ．2 4 ．0 1 ．0 0 ．5 2 ．9 6

シ ジ ュ ウ カ ラ 3 ．4 5 ．9 4 ．6 5 ．1 1 ．4 6 ．0 5 ，4 0 ．6 1 ．3 2 ．4 2 1 ．1 2 ．8 8
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種　　　 名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 年間

カ シ ラ ダ カ 1 ．1 2 ．7 1 5 ．8 8 ．5 2 ．7 7

ハ シ ブ ト ガ ラ ス 1 4 ．9 5 ．2 2 ．3 2 ．5 1 ．4 3 ．0 1 ．0 0 ．7 1 ．9 1 ．9 5 ．6 5 ．3 2 ．7 7

カ ケ ス 2 ．3 3 ．5 2 ．3 5 ．1 6 ．0 1 3 ．2 0 ．2 1 ．3 1 ．9 5 ．6 5 ．3 2 ．6 6

コ ル リ 1 1 ．2 9 ．8 5 ．1 4 ．2 2 ．2 0

メ ジ ロ 6 ．9 4 ．2 2 ．4 3 ．1 2 ．0 5

コ ガラ 4 ．0 2 ．8 0 ．6 3 ．4 1 ．4 1 ．0 2 ．4 0 ．6 3 ．2 4 ．2 3 ．7 2 ．6 1 ．9 0

ア カ ゲ ラ 8 ．0 3 ，1 2 ．3 1 ．7 2 ．8 6 ．0 2 ，9 0 ．3 0 ．6 0 ．5 1 ．9 2 ．6 1 ．9 0

コ ゲ ラ 1 ．1 1 ．0 1 ．7 1 ．4 3 ．0 2 ．4 0 ．5 1 ．3 3 ．3 5 ．6 5 ．3 1 ．3 3

コ マ ド リ 6 ．3 3 －4 2 ．5 2 ．8 1 ．0 1 ．1 4

ヒ ヨ ド リ 0 ．6 1 ．4 0 ．5 5 ．1 3 ．8 9 ．3 2 ．6 1 ．1 0

ヤ プ サ メ 3 ．5 1 ．7 4 ．2 2 ．8 9 ．0 1 ．1 0

ウ ソ 2 ．3 0 ．6 1 ，3 1 ．4 1 1 ．1 0 ．8 0

ホ オ ジ ロ 5 ．2 0 ．7 0 ．6 2 ．8 1 ．0 0 ．2 1 ．9 0 ．7 6

キ ク イ タ ダ キ 1 ．0 0 ．1 2 ．5 1 ．4 1 4 ．8 0 ．6 8

イ カ ル 0 ．6 0 ．3 1 ．7 2 ．0 0 ．6 0 ．5 7

オ オ ル リ 2 ．8 0 ．6 3 ．4 0 ．5 0 ．5 3

セ ン ダ イ ム シ ク イ 2 ．8 1 ．7 0 ．8 0 ．4 6

ツ ツ ド リ 1 ．7 3 ．4 0 ．4 2

シ ロ ハラ 7 ．0 0 ．4 2

ホ ト ト ギ ス 2 ．3 4 ．2 1 ．4 0 ．3 8

キ ジ バ ト 0 ．8 1 ．4 1 ，0 0 ．5 0 ．2 1 ．3 0 ，9 0 ．3 8

ア オ ゲ ラ 0 ．6 1 ．0 1 ．4 1 ．0 0 ．6 0 ．5 0 ．3 4

マ ミ ジ ロ 1 ．7 0 ．6 0 ．8 2 ．8 0 ．3 4

ア オ バ ト 0 ．7 0 ．8 0 ．2 1 ．9 0 ．3 0

キ セ キ レ イ 0 ．6 0 ．6 0 ．8 2 ．8 0 ．5 0 ，2 3

ト ビ 0 ．6 5 ．0 0 ．2 3

ピ ン ズ イ 0 ．3 2 ．4 0 ．2 3

モ ズ 0 ．3 0 ．6 1 ．4 1 ．0 0 ．5 0 ．1 0 ．2 3

ク ロ ツ グ ミ 0 ．3 2 ．4 0 ．2 3

ヤ マ ド リ 0 ．6 1 ．0 0 ．6 1 ．9 0 ．2 3

マ ヒ ワ 0 ．1 0 ．6 5 ．6 0 ．1 9

キ ビ タ キ 0 ．3 1 ．1 0 ．8 0 ．5 0 ．1 9

メ ボ ソ ム シ ク イ 2 ．4 0 ．1 9

オ オ ア カ ゲ ラ 0 ．7 2 ．8 0 ．6 0 ．1 9

ル リ ビ タ キ 1 ．7 0 ．1 0 ．1 5

ノ ス リ 3 ．0 0 ．6 0 ．1 5

カ ツ コ ウ 1 ．1 0 ．8 0 ．1 1

ア オ ジ 0 ．1 1 ．3 0 ．1 1

ペ ニ マ シ コ 0 ．1 0 ．5 0 ．0 8

セ グ ロ セ キ レ イ 1 ．0 0 ．0 8

カ ヤ ク グ リ 0 ．2 0 ．0 8



1 44 稲武町面ノ木峠（愛知県の矢作川源流域）における鳥類相 （真野 徹）

表－ 8 森林ルー ト（月別鳥相内出現率）

種　　　 名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 1 1月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 年 間

ジ ョ ウ ビ タ キ 0 ．2 0 ．08

マ ミ チ ャ ジ ナ イ 1 ．0 0 ．08

イ ワ ツ バ メ 1 ．0 0 ．08

ジ ュ ウ イ チ 1 ．1 0 ．08

カ ワ ガ ラ ス 0 ．3 0 ．04

ツバ メ 1 ．0 0 ．04

キ ジ 0 ．3 0 ．04

シ メ 0 ．5 0 ．04

コ サ メ ビ タ キ 0 ．3 0 ．04

種　　　 名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 年 間

ヒ ガラ 2 2 ．6 1 7 ．1 1 7 ．3 9 ．2 1 6 ．7 2 4 ．3 1 4 ．9 1 1 ．3 1 5 ．4 1 9 ．8 3 2 ．4 4 7 ．1 1 7 ．9

ウ グ イ ス 1 2 ．1 9 ．8 1 5 ．3 2 3 ．9 2 1 ．7 8 ．1 1 4 ．9 0 ．7 9 ．8

ヤ マ ガ ラ 7 ．3 4 ．5 6 ．7 5 ．5 1 0 ，0 6 ．8 8 ．8 3 ．5 2 ．6 1 0 ．8 5 ．4 2 ．9 6 ．2

ミ ソ サ ザ イ 4 ．8 9 ．0 1 3 ．3 1 2 ．8 5 ．0 5 ．4 1 ．8 3 ．5 5 ．9

シ ジ ュ ウ カ ラ 4 ．0 5 ．3 4 ．7 5 ．5 1 ．7 5 ．4 7 ．0 2 ．8 2 ．6 4 ．5 2 0 ．6 4 ．9

コ ル リ 1 1 ．8 1 0 ．7 5 ．5 5 ．0 4 ．2

ハ シ ブ ト ガ ラ ス 1 0 ．5 3 ．3 2 ．0 2 ．8 1 ．7 4 ．1 1 ．8 4 ．2 2 ．6 3 ．6 5 ．4 5 ．9 3 ．8

カ ケ ス 2 ．4 3 ．3 2 ．7 4 ．6 6 ．8 1 1 ．4 1 ．4 1 ．3 3 ．6 8 ．1 2 ，9 3 ．8

ア カ ゲ ラ 7 ．3 3 ．3 2 ．7 1 ．8 3 ．3 8 ．1 5 ．3 2 ．1 1 ．3 0 ．9 2 ．7 2 ．9 3 ．4

ツ グ ミ 1 4 ．1 1 9 ．2 7 ．2 2 ．7 3 ．4

コ ガ ラ 4 ．0 2 ．9 0 ．7 2 ．8 1 ．7 1 ．4 2 ．6 2 ．8 5 ．1 3 ．6 2 ．7 2 ．9 2 ，7

カ ワ ラ ヒ ワ 0 ．8 1 0 ．6 5 ．1 9 ．0 2 ．9 2 ．4

コ ゲ ラ 1 ．6 0 ．8 1 ．8 1 ．7 4 ．1 3 ．5 3 ．5 1 ．3 3 ．6 8 ．1 5 ．9 2 ．3

エ ナ ガ 2 ．4 0 ．4 1 ．3 3 ．3 2 ．7 7 ．0 1 ．4 3 ．8 3 ．6 2 ．7 2 ．2

コ マ ド リ 6 ．5 4 ．0 2 ．8 3 ．3 1 ．4 2 ．2

ア ト リ 1 1 ．3 1 ．3 8 ．1 2 ．9 2 ．1

ヤ プ サ メ 3 ．7 2 ．0 4 ．6 3 ．3 1 0 ．8 2 ．1

ヒ ヨ ド リ 0 ．8 1 ．7 2 ．8 9 ．0 4 ．5 1 3 ．5 2 ．9 1 ．9

カ シ ラ ダ カ 0 ．8 5 ．6 3 ．8 9 ．0 1 ．7

ホ オ ジ ロ 5 ．6 0 ．8 0 ．7 3 ．3 1 ．4 0 ．7 2 ．6 1 ．3

メ ジ ロ 4 ．0 1 ．8 3 ．5 3 ．5 1 ．3

オ オ ル リ 3 ．3 0 ．7 3 ．7 0 ．9 1 ．1

セ ン ダ イ ム シ ク イ 3 ．3 2 ．0 0 ．9 0 ．9

ウ ソ 2 ．4 2 ．8 1 ．3 1 ．8 5 ．4 0 ．9

キ ク イ タ ダ キ 1 ．8 0 ．7 5 ．1 2 ．7 5 ．4 0 ．9

ツ ツ ド リ 2 ．0 4 ．0 0 ．9

ホ ト ト ギ ス 2 ．7 4 ．6 1 ．7 0 ．8

ア オ ゲ ラ 0 ．8 1 ．2 1 ．7 1 ．8 1 ．3 0 ．9 0 ．7

マ ミ ジ ロ 2 ．0 0 ．7 0 ．9 3 ．3 0 ．7

キ ジ バ ト 0 ．9 1 ．7 1 ．4 0 ．9 0 ．7 2 ．6 0 ．9 0 ．6
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種　　　 名 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 1 月 2 月 3 月 年 間

イ カ ル 0 ．8 0 ．4 1 ．3 0 ．9 2 ．1 0 ．6

キ セ キ レ イ 0 ，8 0 ．7 0 ．9 3 ．3 0 ．9 0 ．5

モ ズ 0 ．4 0 ．7 1 ．7 1 ．4 0 ．9 0 ．7 0 ．5

ヤ マ ド リ 0 ．8 1 ．2 1 ．3 2 ．7 0 ．5

オ オ ア カ ゲ ラ 0 ．8 3 ．3 1 ．3 0 ．4

ア オ バ ト 0 ．4 0 ．9 1 ．4 1 ，3 0 ．4

キ ビ タ キ 0 ．4 1 ．3 0 ．9 0 ．9 0 ．4

ピ ン ズ イ 0 ．4 3 ．5 0 ．4

ル リ ビ タ キ 2 ．4 0 ．7 0 ．3

シ ロ ハラ 3 ．8 0 ．2

ト ビ 0 ．8 2 ．7 0 ．2

ア オ ジ 0 ．7 2 ．6 0 ．2

カ ツ コ ウ 1 ．3 0 ．9 0 ．2

マ ヒ ワ 0 ．7 1 ．3 2 ．7 0 ．2

ノ ス リ 2 ．7 1 ．3 0 ．2

ペ ニ マ シ コ 0 ．7 0 ．9 0 ．2

ジ ョ ウ ビ タ キ 1 ．4 0 ．2

メ ボ ソ ム シ ク イ 1 ．8 0 ．2

カ ヤ ク グ リ 1 ．4 0 ．2

ク ロ ツ グ ミ 0 ．4 0 ．9 0 ．2

セ グ ロ セ キ レ イ 0 ．9 0 ．1

カ ワ ガ ラ ス 0 ．4 0 ．1

ツバ メ 1 ．4 0 ．1

コ サ メ ビ タ キ 0 ．4 0 ．1

イ ワ ツ バ メ 0 ．9 0 ．1

キ ジ 0 ．4 0 ．1

シ メ 0 ．9 0 ．1

マ ミ チ ャ ジ ナ イ 0 ．9 0 ．1

ジ ュ ウ イ チ 0 ．7 0 ．1



1 4 6 稲武町面ノ木峠 （愛知県の矢作川源流域）における鳥類相 （真野 徹）

表－ 9 牧場ルー ト（調査日別出現数）

種　　　 名
4 月 5 月　 8 月 9 月 10 月 1 1月 12 月 1 月 3 月 年 間

平 均 出 現 率
密 度 渡 り

8 日 6 日 6 日 8 日 7 日 12 日 9 日 7 日 3 日 合 計 指 数 区 分

カ シ ラ ダ カ 11 1 5 3 2 4 5 1 9 3 2 1 ．4 4 4 ．4 3 0 ．9 冬 鳥

ハ シ ブ トガ ラ ス 2 1 5 6 2 1 5 7 1 7 3 1 0 1 1 3 2 1 4 ，7 1 0 0 ．0 3 8 ．3 留 鳥

カ ワ ラ ヒ ワ 1 10 8 6 1 1 5 1 2 ．8 3 3 ．3 2 0 ．6 留 鳥

タ ヒ バ リ 3 9 4 1 1 0 9 0 1 0 ．0 3 3 ．3 1 8 ．3 冬 鳥

ホ オ ジ ロ 20 3 2 5 1 1 7 6 5 4 6 ．0 7 7 ．8 2 1 ．6 留 鳥

ト ビ 2 2 2 1 8 8 2 1 3 5 3 ．9 7 7 ．8 1 7 ．4 留 鳥

ツバ メ 3 2 1 2 4 2 ．7 2 2 ．2 7 ．7 夏 鳥

ヒ バ リ 4 1 6 3 2 1 1 7 1 ．9 6 6 ．7 1 1 ．2 留 鳥

キ ジ バ ト 1 5 6 2 2 1 6 1 ．8 5 5 ．6 9 ．9 留 鳥

カ ケ ス 1 4 2 1 8 0 ．9 4 4 ．4 6 ．3 留 鳥

シ ジ ュ ウ カ ラ 3 1 1 2 7 0 ．8 4 4 ．4 5 ．9 留 鳥

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス 2 3 2 7 0 ，8 3 3 ．3 5 ．1 留 鳥

モ ズ 2 1 2 1 6 0 ．7 4 4 ．4 5 ．4 留 鳥

ウ グ イ ス 1 1 3 1 6 0 ．7 4 4 ．4 5 ．4 留 鳥

ヒ ヨ ド リ 2 1 1 1 5 0 ．6 4 4 ．4 5 ，0 留 鳥

ツ グ ミ 4 1 5 0 ．6 2 2 ．2 3 ．5 冬 鳥

セ グ ロ セ キ レ イ 1 2 1 4 0 ．4 3 3 ．3 3 ．9 留 鳥

エ ナ ガ 4 4 0 ．4 1 1 ．1 2 ．2 留 鳥

ヤ マ ガラ 1 1 1 3 0 ．3 3 3 ，3 3 ．3 留 鳥

ペ ニ マ シ コ 1 2 3 0 ．3 2 2 ．2 2 ．7 冬 鳥

イ ワ ツ バ メ 2 2 0 ．2 1 1 ，1 1 ．6 夏 鳥

ヤ プ サ メ 1 1 2 0 ．2 2 2 ．2 2 ．2 夏 鳥

ヒ ガラ 1 1 2 0 ．2 2 2 ．2 2 ．2 留 鳥

ノ ス リ 2 2 0 ．2 1 1 ．1 1 ．6 漂 鳥

ミ ソ サ ザ イ 2 2 0 ．2 1 1 ．1 1 ．6 留 鳥

キ セ キ レ イ 2 2 0 ．2 1 1 ．1 1 ．6 留 鳥

ハ チ ク マ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 夏 鳥

ハ イ タ カ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 漂 鳥

ツ ミ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 留 鳥

ツ ツ ド リ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 夏 鳥

オ オ タ カ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 留 鳥

コ ガラ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 留 鳥

イ カ ル 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 留 鳥

ア カ ゲ ラ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 留 鳥

キ ジ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ，1 留 鳥

メ ジ ロ 1 1 0 ．1 1 1 ．1 1 ．1 留 鳥

種 類 数 合 計 12 1 3 1 0 1 9 9 1 1 1 0 1 0 4 3 6 3 6

個 体 数 合 計 16 8 7 6 1 9 9 3 3 6 1 7 9 9 5 8 3 7 7 5 6 8 4 ．0
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表－10 牧場ルー ト（月別渡り区分別時間密度）

1 4 7

種　　　 名 4 月 5 月 8 月 9 月 10 月 1 1 月 1 2 月 1 月 3 月 年 間

留

鳥

ハ シ ブ ト ガ ラ ス 1 7 ．2 5 1 ，9 0 ．8 1 4 ．7 7 ．8 1 3 ．6 2 ．3 8 ．5 0 ．9 1 1 ．4

カ ワ ラ ヒ ワ 1 ．0 8 6 ．4 4 ．5 1 0 ．0

ホ オ ジ ロ 16 ．4 2 ．8 0 ．8 4 ．9 1 2 ．2 5 ．3 5 ．1 4 ．7

ト ビ 1 ．6 1 ．9 0 ．8 1 7 ．6 8 ．9 1 ．6 0 ．9 3 ．0

ヒ バ リ 3 ．3 0 ．9 5 ．9 3 ．3 1 ．6 0 ．8 1 ．5

キ ジ バ ト 0 ．8 2 ．1 5 ．9 2 ．2 1 ．7 1 ．4

カ ケ ス 0 ．8 3 ．7 2 ．0 1 ．1 0 ．7

シ ジ ュ ウ カ ラ 2 ．5 1 ．0 1 ．1 1 ．6 0 ．6

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス 1 ．6 2 ．9 1 ．7 0 ．6

モ ズ 1 ．9 0 ．4 2 ．0 0 ．8 0 ．5

ウ グ イ ス 0 ．9 0 ．4 2 ．9 1 ．1 0 ．5

ヒ ヨ ド リ 1 ．9 0 ．4 1 ．0 0 ．8 0 ．4

セ グ ロ セ キ レ イ 0 ．4 2 ．2 0 ．8 0 ．3

エ ナ ガ 3 ．4 0 ．3

ヤ マ ガラ 0 ．8 0 ．9 0 ．8 0 ．3

キ セ キ レ イ 2 ．0 0 ．2

ミ ソ サ ザ イ 1 ．5 0 ．2

ヒ ガ ラ 0 ．9 0 ．9 0 ．2

オ オ タ カ 0 ．4 0 ．1

ツ ミ 0 ．8 0 ．1

キ ジ 0 ．9 0 ．1

ア カ ゲ ラ 0 ．8 0 ．1

コ ガ ラ 0 ．9 0 ．1

メ ジ ロ 0 ．8 0 ．1

イ カ ル 1 ．0 0 ．1

夏

鳥

ツバ メ 1 ．2 2 0 ．6 2 ．1

イ ワ ツ バ メ 2 ．0 0 ．2

ヤ プ サ メ 0 ．9 1 ．0 0 ．2

ハ チ ク マ 1 ．0 0 ．1

ツ ツ ド リ 0 ．9 0 ．1

冬

鳥

カ シ ラ ダ カ 9 1 ．0 4 ．0 2 4 ．2 3 8 ．5 1 6 ．7

タ ヒ バ リ 3 1 ．2 3 1 ．1 8 ．5 7 ．8

ツ グ ミ 3 ．4 0 ．9 0 ．4

ベ ニ マ シ コ 0 ．8 1 ．7 0 ．3

漂

鳥

ノ ス リ 2 ．0 0 ．2

ハ イ タ カ 0 ．8 0 ．1

種 類 数 合 計 1 2 1 3 1 0 1 9 9 1 1 1 0 1 0 4 3 6

合 計 密 度 ／時 13 7 ．7 7 0 ．4 7 ．9 9 1 ．2 4 0 ．0 1 4 3 ．2 7 2 ．0 7 0 ．9 6 ．0 6 5 ．6



1 4 8 稲武町面ノ木峠 （愛知県の矢作川源流域）における鳥類相 （真野 徹）

表－11 牧場ルート（月別優占度）

種　　　 名 4 月 5 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1月 12 月 1 月 3 月 年 間

カ シ ラ ダ カ 6 6 ．1 2 ．8 3 3 ．7 5 4 ．2 2 5 ．5

ハ シ ブ ト ガ ラ ス 1 2 ．5 7 3 ．7 1 0 ．5 1 6 ．1 1 9 ．4 9 ．5 3 ．2 1 2 ．0 1 4 ．3 1 7 ．5

カ ワ ラ ヒ ワ 1 ．1 6 0 ．3 6 ．3 1 5 ．2

タ ヒ バ リ 2 1 ．8 4 3 ．2 1 2 ．0 1 1 ．9

ホ オ ジ ロ 1 1 ．9 3 ．9 1 0 ．5 5 ．4 3 0 ．6 7 ．4 7、一．2 7 ．1

ト ビ 1 ．2 2 ．6 1 0 ．5 1 9 ．4 2 2 ．2 1 ．1 1 ．2 4 ．6

ツバ メ 15 ．8 2 2 ．6 3 ．2

ヒ バ リ 2 ．4 1 ．3 6 ．5 8 ．3 1 ．1 1 ．1 2 ．2

キ ジ バ ト 0 ．6 2 6 ．3 6 ．5 5 ．6 2 ．4 2 ．1

カ ケ ス 0 ．6 5 ．3 2 ．2 2 ．8 1 ．1

シ ジ ュ ウ カ ラ 1 ．8 1 ．1 2 ．8 1 ．1 0 ．9

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス 1 ．2 3 ．2 2 ．4 0 ．9

モ ズ 2 ．6 5 ．3 2 ．2 1 ．1 0 ．8

ウ グ イ ス 1 ．3 5 ．3 3 ．2 2 ．8 0 ．8

ヒ ヨ ド リ 2 ．6 5 ．3 1 ．1 1 ．1 0 ．7

ツ グ ミ 4 ．8 1 4 ．3 0 ．7

セ グ ロ セ キ レ イ 5 ．3 5 ．6 0 ．6 0 ．5

エ ナ ガ 5 7 ．1 0 ．5

ヤ マ ガ ラ 0 ．6 1 ．3 0 ．6 0 ．4

ペ ニ マ シ コ 0 ．6 2 ．4 0 ．4

イ ワ ツ バ メ 2 ．2 0 ．3

ヤ プ サ メ 1 ．3 1 ．1 0 ．3

ヒ ガ ラ 1 ．2 1 4 ．3 0 ．3

ノ ス リ 2 ．2 0 ．3

ミ ソ サ ザ イ 2 ．1 0 ．3

キ セ キ レ イ 2 ．2 0 ．3

ハ チ ク マ 1 ．1 0 ．1

ハ イ タ カ 1 ．1 0 ．1

ツ ミ 0 ．6 0 ．1

ツ ツ ド リ 1 ．3 0 ．1

オ オ タ カ 5 ．3 0 ．1

コ ガ ラ 1 ．3 0 ．1

イ カ ル 1 ．1 0 ．1

ア カ ゲ ラ 0 ．6 0 ．1

キ ジ 1 ．3 0 ．1

メ ジ ロ 0 ．6 0 ．1
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表－ 12 牧場ルート（月別鳥相内出現率）

1 4 9

種　　　 名 4 月 5 月 8 月 9 月 10 月 1 1 月 1 2 月 1 月 3 月 年 間

ハ シ ブ ト ガ ラ ス 1 5 ．2 2 5 ．0 8 ．3 1 3 ．3 2 2 ．2 1 5 ．0 1 2 ．0 2 6 ．1 2 5 ．0 1 7 ．2

ホ オ ジ ロ 3 0 ．3 8 ．3 8 ．3 4 ，4 1 6 ．7 2 0 ．0 1 7 ．4 1 3 ．2

カ シ ラ ダ カ 2 1 ．2 1 5 ．0 8 ．0 1 3 ．0 7 ．4

ヒ バ リ 6 ．1 4 ．2 6 ．7 1 6 ．7 5 ．0 4 ．0 5 ．4

ト ビ 3 ．0 8 ．3 8 ．3 ．9 5 ．6 5 ．0 4 ．3 5 ．4

カ ワ ラ ヒ ワ 2 ．2 2 5 ．0 2 0 ．0 5 ．4

キ ジ バ ト 3 ．0 2 5 ．0 8 ．9 1 1 ．1 4 ．3 5 ．4

ツバ メ 8 ．3 1 5 ．6 3 ．9

カ ケ ス 3 ．0 1 2 ．5 4 ．4 5 ．6 3 ．4

タ ヒ バ リ 5 ．0 1 6 ．0 8 ．7 3 ．4

シ ジ ュ ウ カ ラ 6 ．1 2 ．2 5 ．6 1 0 ．0 2 ．9

モ ズ 8 ．3 8 ．3 4 ．4 4 ．0 2 ．9

ヒ ヨ ド リ 8 ．3 8 ．3 2 ．2 4 ．0 2 ．5

ウ グ イ ス 4 ．2 8 ．3 4 ．4 5 ．6 2 ．5

セ グ ロ セ キ レ イ 8 ．3 1 1 ．1 5 ．0 2 ．0

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス 3 ．0 4 ．4 4 ．3 2 ．0

ツ グ ミ 1 3 ．0 2 5 ．0 2 ．0

ヤ マ ガ ラ 3 ．0 4 ．2 5 ．0 1 ．5

ヤ プ サ メ 4 ．2 2 ．2 1 ．0

ヒ ガラ 4 ．3 2 5 ．0 1 ．0

ミ ソ サ ザ イ 8 ．0 1 ．0

ペ ニ マ シ コ 5 ．0 4 ．3 1 ．0

ノ ス リ 4 ．4 1 ．0

キ セ キ レ イ 4 ．4 1 ．0

ハ チ ク マ 2 ．2 0 ．5

ハ イ タ カ 4 ．0 0 ．5

ツ ツ ド リ 4 ．2 0 ．5

オ オ タ カ 8 ．3 0 ．5

ツ ミ 5 ．0 0 ．5

イ ワ ツ バ メ 2 ．2 0 ．5

キ ジ 4 ．2 0 ．5

コ ガ ラ 4 ．2 0 ．5

イ カ ル 2 ．2 0 ．5

ア カ ゲ ラ 3 ．0 0 ．5

エ ナ ガ 2 5 ．0 0 ．5

メ ジ ロ 3 ．0 0 ．5



1 50 稲武町面ノ木峠（愛知県の矢作川源流域）における鳥類相 （真野 徹）

渡り区分別に見ると，留鳥は26 種類，1368 羽 （51．9％），夏鳥 16 種，198 羽 （7．5％），

冬鳥 8 種，1001羽 （38．0％），漂鳥 8 種，66 羽 （2．5％），旅烏 1 種， 2 羽 （0．1％）であっ

た．個体数では，夏鳥は冬鳥の 1／5 程度であったが，冬鳥の大部分の個体が厳寒期には里へ

移動したのに対 して夏鳥の大半は繁殖期の間調査地に留まっていた．

種別では冬鳥のアトリの個体数が最 も多く第 1 位，年間で 695 羽，11，12，1，3 月に記

録され出現率 30．8％であった．そのほとんどが 11 月の出現で，記録個体数 654 羽，時間密

度にすると169．0 羽／時，優占度 62．6％を占めているが，群れ性の種類であり鳥相内出現率

は11．3％とやや低 く，早朝に多くの群れが峠を越えて西方向へ向かうのが観察された．他

の月では 1 月が 30 羽，8．3 羽／時，優占度 14．2％とやや多いものの 11 月 と比べて極端に減

少している．冬鳥ではツグミ3 位，カシラダカ 10位，シロハラ 28 位などがつづく．第 2位

は留鳥のヒガラで年間個体数 284 羽，最低月は 7 月の 12 羽，最高月は 4 月の 37 羽で平均

2 1．8 羽，出現率 100％，4，5，6，9，10，1，2，3 月では鳥相内出現率は最も高く， 7 月の

9 ．2％以外の月では常に10％を越えており， 3 月では最高値の 47．1％を記録した．本種は面

ノ木峠の森林では最も普通の種類といえる．留鳥ではウグイス 4 位，エナガ 5 位，ヤマガラ

6 位，カワラヒワ 7 位，ミソサザイ 8 位，シジュウカラ9 位，ハシブ トガラス 11位，カケ

ス12 位 と続 く．夏鳥では第 13位 のコルリが 58 羽 と最も多く，出現率 38．5％，そのほとん

どが雄の噛 り声で， 5 月は 17 羽，4．7 羽／時，優占度 11．2％，鳥相内出現率 11．8％， 6 月

がそれぞれ 17羽，4．8 羽／時，9．8％，10．7％， 7 月が 6 羽，1．6 羽／時，5．1％，5．5％ とや

や減少するが噛り声は 5 月から7 月まで聴かれ， 8 月では巣立ちした幼鳥が確認された．夏

鳥ではコマドリ18 位，ヤプサメ 20 位，オオルリ25 位，センダイムシクイ 26位，ツツドリ

2 7 位 とつづく．漂鳥では第 21位のウソが 21羽で最も多く，出現率 38．5％，これにキクイ

タダキ23 位，アオバ ト33 位， ピンズイ 36 位がつづく．

年間の出現率ではアカゲラ， ヒガラ，ヤマガラ，ハシブ トガラスが 100％で，コガラ， シ

ジュウカラ，カケスが 92 ．3 ％， コゲラ 84．6％，エナガ 76 ．9％，ウグイス， ミソサザイが

6 9．2％であった．それらの内， ウグイスとミソサザイは12 月か ら3 月 までの間出現 してお

らず，厳寒の季節は暖地へ漂行しているものと思われる．厳寒の季節も調査地に留まり年間

を通 して出現 したアカゲラ，ヒガラ，ヤマガラ，ハシブ トガラスが調査地 における普通な留

鳥であり，厳寒期をとも出現したコガラ，シジュウカラ，カケス，コゲラ，エナガまでの 9 種

類が調査地における真の意味での留鳥 といえる．ヤマドリは38．5％で出現率としては低い

が，厳 寒期 の 12 月， 2 月に も出現 してお り生息数の少 ない留鳥 といえる．カ ワラヒワ

（ 38．5％）とヒヨドリ（53．8％）は主に 11 月から3 月に出現しており冬鳥的である．その他

の留鳥は厳寒期には里へ下 りるなど漂鳥的な移動をしている．夏鳥はコマドリ，ヤプサメが

4 6 ．2％，コル リ，オオル リ，マ ミジロが 38 ．5％，センダイム シクイ，キ ビタキが 30 ．8％，

ツツドリ，ホトトギスが 23．1％で，他は 2 回出現の 15．4％以下であった．冬鳥はア トリ，

ツグミ，カシラダカが 30 ．8％，マヒワ 23 ．1％，ペニマシコ 15 ．4％，シロハラ， ジョウビタ

キ， シメの 7．7％であった．漂鳥はウソ，キクイタグキが 38．5％，アオバ トが 30．8％， ノ

スリ， ピンズイ，ル リビタキ，アオジが 15．4％，カヤクグリが 7 ．7％で あった．

密度指数で はヒガラ 46．7，ア トリ40．6，ウグイス28．3，ヤマガラ 27．9，エナガ 27．7，

ハシブ トガラス23 ．7， シジュウカラ23 ．2， ツグ ミ22 ．4， カケス22 ．3， ミソサザイ20 ．4 が
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上位を占め，留鳥と冬鳥の構成 となっている．夏鳥ではコルリが指数 13．1 で第 16 位であ

る．

時間密度でみ ると11 月が最 も多 く269．8 羽／時で 1 月 58．6 羽／時，10 月 51．3羽／時， 6

月49．0 羽／時，12 月 47．4 羽／時， 5 月 42．4 羽／時， 4 月 38．7 羽／時， 9 月 33．9羽／時， 8

月24．4 羽／時， 2 月 12．2 羽／時， 3 月 10．1 羽／時の順であった．時間密度が最 も高かった種

類は 11 月のア トリ169．0 羽／時で，つづいて同月のツグ ミ43．7 羽／時，カワラヒワ 14．0 羽／

時，10 月のエナガ 14．3 羽／時であった．11 月のア トリ，ツグ ミ，カワラヒワは渡 り途中の

群れであり，10 月のエナガは幼鳥群の出現による．

年間を通した優占度でみるとア トリ26．4％，ヒガラ10．8％，ツグミ8．1％，ウグイス

5 ．7％，エナガ 4．9％，ヤマガラ 3．8％，カワラヒワ 3．8％， ミソサザイ 3．0％，シジュウカ

ラ2．9％，カシラダカ 2．8％の順であり，10種類 で全体の 72．2％を占めた．ア トリ，ツグ

ミ，カワラヒワ，カシラダカの渡 りの群れが 11 月か ら1 月にかけて出現し，優占度上位を

占めている．月別には3 月はヒガラ44．7％，シジュウカラ21．1％，ヤマガラ，ハシブ トガ

ラス，カケスが 5．3％で 5 種 を合わせて 81．7％を占めている． 4 月はヒガラ 21．3％，ハシ

ブトガラス 14．9％，ウグイス 9．8％，アカゲラ8．0％，ヤマガラ7．5％で合計 61．5％． 5 月

はヒガラ 18．5％， コル リ11．2％，ウグイス 9．8％， ミソサザイ 7．7％，コマ ドリ6．3％で合

計53．5％． 6 月はウグイス 19．5％，ヒガラ 16．7％，ミソサザイ 12．6％，コルリ9．8％，ヤ

マガラ6．3％で合計 64．9％． 7 月はウグイス 23．7％， ミソサザイ 11．9％，ヒガラ 10．2％，

ヤマガラ， シジュウカラ，カケス，コルリがそれぞれ 5．1％で合計 66．2％． 8 月はウグイス

2 2．2％， ヒガラ 19．4％，ヤマガラ 9．7％，エナガ 8．3％， ミソサザイ，コル リが 4．2％で合

計68．0％． 9 月はヒガラ24．0％，エナガ 11．0％，ヤプサメ9．0％，ウグイス，ヤマガラが

7 ．0％で 合 計 58．0％．10 月 は エ ナ ガ 27．8％，カ ケ ス 13．2％，ウ グ イ ス9．3％，ヒガ ラ

8 ．8％，ヤマガラ6．8％で合計 65．9％．11 月はア トリ62．6％，ツグミ16．2％，カワラヒワ

5 ．2％，メジロ3．1％，カシラダカ 2．7％で合計 89．8％．12 月はツグミ19．0％，カシラダカ

1 5．8％，ヒガラ 10．8％，カワラヒワ9．5％，シロハラ 7．0％で合計 62．1％． 1 月はエナガ

1 5．1％，ア トリ，カ ワラヒワが 14．2％，ヒガラ 13．2％，カ シラダカ 8．5％で合計 65．2％．

2 月 はヒガラ 24 ．1％，キクイタダキ 14．8％，ウソ 11 ．1％， ヒヨドリ9．3％，ヤマガラ7．4％

で合計66．7％． 3 月では種数の少なさが影響して上位種の占める割合が高 く，11 月で は渡

りの群れの出現で割合が高 くなった．その他の月では5 月の 53．5％から 8 月の 68．0％で，

範囲にあまり大きな変化はみられないが種類構成は常に変化していた．

年間の鳥相内出現率ではヒガラが 17．9％で最も高く，つづいてウグイス 9．8％，ヤマガラ

6 ．2％， ミソサザイ 5．9％，シジュウカラ 4 ．9％， コル リ4 ．2％，ハ シブ トガラス 3・8％，カ

ケス 3．8％，アカゲラ3．4％，ツグミ3．4％の順で，これらの種類が面ノ木峠の森林におけ

る年間を通しての普通種 といえる．特に夏鳥のコルリと冬鳥のツグミが上位に入っているの

が注目される．

繁殖期 （5 月から7 月）の種類数 と個体数は 37 種類，平均個体数 144．5 羽 （41．3 羽／時）

に対して，厳寒の越冬期（1 月から3 月）では 23 種類，平均個体数 101．3 羽 （25．8 羽／時）

であった．越冬期よりも繁殖期の方が種類数，個体数ともに多 く調査地が繁殖地としての価

値を有することが分かる．
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黒田（1974）は標高や植生により森林に生息する鳥類群集の特徴を分類し，鳥類群集曲線

として示している．春夏における面ノ木峠の森林鳥類群集曲線は図－ 2 に示したように，特

に高密度優占種はなく，低密度種が多 く，曲線は横に長く伸びており，黒田（1974）の上部

闊葉樹林（ブナ林）型曲線を示している．

b ）牧場ルー ト

牧場ルー トは森林とは全く異なる見通しの良い人工環境である．猛禽類などの観察のしや

すさなど，面ノ木峠全体の生息種を把握するための補充調査として実施した．

合計 9 回の調査を実施，総センサス時間 11 時間 32 分，36 種類，756 羽が記録された． 1

回当たりの出現種類数は3 月の 4 種類から9 月の 19 種で平均 10．9 種類であった．個体数

（ 時間密度）は森林ルートと同じく3 月が最 も少なく7 羽（6．0 羽／時）から11 月の 179 羽

（ 143．2 羽／時）で平均 84．0 羽 （65．6 羽／時）であった．森林ルートでは記録されなかったハ

チクマ，オオタカ，ツミ，ハイタカ，ヒバ リ，タヒバリ，ハシボソガラスの 7 種が確認され

た．ヒバリ，タヒバリ，ハシボソガラスは主に平地の農耕地に生息する種類であり，低山帯

の牧場にまで進入したのは注目される．

年間の個体数（時間密度，優占度％）ではカシラダカ 193 羽 （16．7 羽／時，25．5％），ハ

シブ トガラス 132 羽 （11．4 羽／時，17．5％），カワラヒワ 115 羽 （10．0 羽／時，15．2％），タ

ヒバ リ90 羽 （7．8 羽／時，11．9％），ホ オ ジ ロ 54 羽 （4．7羽／時，7．1％）， トビ35羽 （3．0

羽／時，4．6％），ツバメ 24 羽 （2．1 羽／時，3．2％）， ヒバ リ17羽 （1．5 羽／時，2．2％），キジ

バト16 羽 （1．4羽／時，2．1％）で以下は 10 羽未満であった．出現率ではハ シブ トガラスが

1 00％，ホオジロ， トビの 77．8％，ヒバ リの 66．7％，キジバ トの 55．6％が高い率 を示し

た．

鳥相内出現率ではハシブトガラス 17．2％，ホオジロ13．2％，カシラダカ7．4％，ヒバ リ

5 ．4％， トビ5．4％，カワラヒワ5．4％，キジバ ト5．4％の順に高く，これらが牧場ルートで

普通にみられる種類といえる．

時
間
密
度

図－2 森林鳥類群集曲線（面ノ木峠）
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摘要

1 ．1995 年 4 月か ら1996 年 3 月 まで愛知県北設楽郡稲武町の面ノ木峠（標高 1100 m ）の

原生林で鳥類相調査を行った．

2 ．調査地は，愛知県と長野県の県境付近の通称奥三河山地で，落葉広葉樹を主体にした原

生林と牧場である．

3 ．調査ルートは森林ルー トが 4．5 k m ，牧場ルー トが 2．3 k m である．

4 ．調査は帯センサス法を用い，観察幅は決めず確認された全ての種類と個体数を記録 し

た．

5 ．出現した鳥類は 6 日 20 科 66 種であり，留鳥 30 種，夏鳥 17種，冬鳥 9 種，漂鳥 9 種，

旅鳥1種に分類され，月別では11月の35種が最も多く，3月の13種が最も少なかった．

季節別では秋が 50 種，春 44種，夏 36 種，冬 35種の順に多かった．

6 ．センサスの結果，森林ルー トでは年平均 202．7 羽（55．6 羽／時）が記録された．季節別

には，春は 44 種 が確認 され，平均 124．5羽 （33．2 羽／時），夏 は36 種，121．3 羽 （35．7

羽／時），秋は50 種，449．7 羽 （124．7羽／時），冬は35種，141．3 羽 （37．3羽／時）であっ

た．

7 ．時間密度，優占度，鳥相内出現率，密度指数，出現率から鳥類群集構造を見た．

8 ．面ノ木峠では， 5 月から7 月が夏鳥の噛り声が最も多く聞かれ，その季節を繁殖期，積

雪が 1 月から3 月にかけて見られ，鳥類にとっては最も厳しい季節を越冬期とすると，繁

殖期（37種，平均 144．5 羽，41．3羽／時）の方が越冬期（23種，平均 101．3 羽，25．8 羽／

時）よりも種類数，個体数ともに多 く調査地が繁殖地としての価値を有することが明らか

となった．

9 ．森林鳥類群集曲線は上部闊葉樹林（ブナ林）型曲線を示している．

1 0．牧場ルー トは，面ノ木峠全体の生息種を把握するための補充調査として実施し，森林

ルー トでは記録されなかったハチクマ，オオタカ，ツミ，ハイタカ，ヒバリ，タヒバ リ，

ハシボソガラスの 7種が追加確認された．

S u m m a ry

1 ．T h e avifaunalinvestigation ofthe primaryforest of Mennoki－Pass（1，100meters

a b o v e th e se a lev el）w a s ca rr ie d o u t in In ab u T o w n ，K ita sh ita ra－g u n ，A ich i P refe ctu re，

f rom A pril，1995 to M arch，1996．

2 ． T h e in v estig a ted site w a s th e p rlm a ry fo re st m a in ly c o m p o sed o f d ec id u o u s b ro a d

l ea v ed tree a n d th e p as tu re in O k u m ik a w a mountainousdistrict，sOcalled，thevicinity

o f th e A ic h i－N a g a n o p re fec tu r a l b o rd e r．

3 ． T h e len g th o f th e in v e stig a tio n o f fo rest r o u te w a s 4 ．5 k ilo m e te rs a n d th a t o f p astu re

r o u t e was2．3kilometers．
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4 ． B e lt c e n su s m e th o d w a s u s ed fo r theinvestigation，andallthe kinds ofbirds and

t h e ir p o p u la tio n c o n f ir m e d w e r e r e c o r d e d ，w it h o u t d e c id in g o b s e r v a t io n a l b e lt w id t h ．

5 ． T h e b ird s a p p ea re d w ere six orders，twentyfamiliesandsixty－sixspecies，which

w e r e c la s s if ie d in t o th ir ty s p e c ie s o f r e s id e n t b ir d s，se v e n t e e n s p e c ie s o f s u m m e r b ir d s ，

n in e s p e c ie s o f w in te r b ir d s ，n in e s p e c ie s o f w o n d e r in g b ir d s a n d o n e s p e c ie s o f tr a v e le r

b ird ． T h e h ig h e stnumberofbirdsappearedwasthirty－fivespeciesofNovember，and

t h e le a st o n e w as th ir te en sp ec ie s o f M a rch ．In se a so n a l o rd e r，fifty sp ec ies a p p e a red

i n th e fa ll w h ic h w a s th e m o s t n u m e r o u s，f o llo w e d b y fo r t y －f o u r in s p ring，thirty－sixin

s u m m e r a n d t h ir t y f iv e in w in t e r ．

6 ． A s a re su lt o f th e c en su s，av era g e o f 20 2．7 b ird s（3 3．2／h o u r）w e re c o n firm ed in th e

f o r e s t r o u te ． S e a s o n a lly ，fo r t y －f o u r s p e c ie s w e r e c o n fir m e d in s p r in g ，a v e r a g e o f 1 2 4．5

b ir d s （3 9 ．2 ／h o u r），th ir t y －s ix speciesinsummer，average of121．3birds（35．7birds／

h o u r），fif ty s p e c ie s in f a ll，a v e r a g e o f 4 4 9 ．7 b ir d s （1 2 4 ．7 b ir d s／h o u r） a n d th ir t y －fiv e

s p e c ie s in w in te r，a v e r a g e o f 1 4 1 ．3 b ir d s （3 7 ．3 b ir d s／h o u r）．

7 ． B ird c o m m u n ity stru c tu re w as e x a m in e d fr o m th e p o in ts o f h o u rly d e n sity ，p rio rity ，

a p p e a r a n c e r a tio in t h e a v if a u n a ，d e n s it y p o lis h a n d a p p e a r a n c e r a t io ．

8 ．W e call the tim e from M ay to July the b reeding season ，w h en in M enn ok i－P ass th e

s o n g o f t h e s u m m e r b ir d s w a s m o s t ly h e a r d ，a n d th e m o s t s e v e r e s e a s o n f o r t h e b ir d

f r om J a n u a ry to Marchthewinteringseason，whensnowfalls．Boththenumberof

s p e c ie s a n d in d iv id u a ls in t h e b r e e d in g s e a s o n （t h ir ty －s e v e n s p e c ie s ，a v e r a g e o f 3 4 4．5

b ir d s， 4 1．3 b ir d s／h o u r ） is higher than thatin the wintering season（twenty－three

s p ec ies ，av e ra g e o f 1 0 1．3birds，26．3birds／hour）．Thisresultshowsthattheinvestigat

e d s ite is s u ite d f o r b r e e d in g ．

9 ． F o re st b ir d s co m m u n ity c u rv e is u p p er d e c idu o u s b ro a d －le a v ed tre e （F o g e tu m ）ty p e

c u r v e ．

1 0．Theinvestigationofpastureroutewascarriedoutassupplementalinvestigationto

g ra sp th e sp ec ies in th is h a b ita t in th e w h o le M e n n o k i－pa ss．In th e p a stu re r o u te，sev en

s p e c ie s w h ic h h a d n o t b e e n r e c o r d e d in th e f o r e s t，P e rn is a p iv o r u s ，a c c ip it e r g e n tilis，

a c c ip iter gulacis，Accipiter nisus，Alavda arvensis，Anthus spinolalla and Corvus

c o r o n e ，w e r e c o n fir m e d a d d itio n a lly ．
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面ノ木峠の鳥類目録

この鳥類目録は1995 年 4 月 8 日から1996 年 3 月 3 日にかけて合計 13 回の鳥類相調査の

結果確認された 6 目20 科 66種 （森林ルートでは 59 種，牧場ルートでは 36 種）についてま

とめた．一部 1996 年 6 月 2 日の補充観察記録も参考にした．和名，学名とその配列につい

ては日本鳥学会（1974）によった．渡り区分については愛知県における生息状況を中心に中

部地方の生息状況を勘案して判断した．ルート別に確認された環境を森林，牧場と記して示

した．繁殖については確認されなかったが可能性の高い種類（繁殖期に生息，囀り等の繁殖

に関連する行動が確認された等）について（）付きで示した．目録で使用した標高別の環境

は小笠原 （1995）を参考 に以下のように分 けた．

平地 ：海抜数 10 m までの平野で市街地，社寺林，農耕地などの環境が含まれる．

丘陵地 ：海抜 500 m 以下の人間生活とかかわ りの深い地域で，雑木林，植林地，農耕地

などが含 まれる．

低山帯 ：海抜 500 m から 1600 m までの地域で，植林地や落葉広葉樹林などが含まれる．

亜高山帯 ：海抜 1600 m か ら2500 m の主として針葉樹の高木林．

高山帯 ：海抜 2500 m 以上の高木限界を越える地域．

宮原 （1996） は自身の記録と東三河野鳥同好会の記録 とを合わせて面ノ木峠の鳥類 69種

類を挙げており，その内の本鳥類目録で確認されなかった種類のリスト14種 を「宮原リス

ト」として末尾に掲げた．本目録と宮原リス トを総合すると面ノ木峠で確認された鳥類は

1 0 日27科 80種 となった．

ワシタカ 目 F A L C O N IF O R M E S

ワシタカ科 A C C IP IT R ID A E

1 ハチクマPernisapivorus：夏鳥牧場

夏鳥として丘陵地から低山帯にかけて分布，繁殖し，当地では繁殖可能な環境であるが，

9 5 年 9 月 8 日に1 回 1個体のみの確認であるため，繁殖についてはなんともいえない．

2 トビMilvusmigranS：留鳥森林，牧場（繁殖）

出現率 53．8％で 1 羽から3 羽が確認され， 9 月 23 羽 と10 月 8 羽が多かった．また，森

林よりも牧場で多く確認された．

3 オオタカ A ccipitergentililis：留鳥牧場

留鳥として主に丘陵地に分布，繁殖しており，近年それらの地域では観察される例が増え

ている．95 年 8 月 6 日に 1 個体が確認されたのみで，当地では恐らく繁殖の可能性は低

い．

4 ツ ミ A ccipitergularis：留鳥牧場

平地から低山帯にかけて分布，繁殖しており，近年は市街地でも繁殖が確認されている．

秋の冬鳥の渡来シーズンにはそれらの小鳥類を狙って飛翔する本種が，しばしば観察され，

1 1 月 12 日に 1個体が牧場で確認された．

5 ハイタカ A ccipiternisus：漂鳥牧場
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主に低山帯に分布，繁殖するが，愛知県内の繁殖記録は無い．調査では12 月 9 日にカワ

ラヒワの群れを襲う1個体が確認された．また，95 年 5 月 28 日には尾根筋のブナの原生林

内でアカゲラを襲い失敗した雄成鳥 1個体が確認された．

6 ノスリButeobuteo：漂鳥森林，牧場

主に低山帯で繁殖し冬期は丘陵地や平地で越冬する．愛知県での繁殖は末記録だが，県境

が接する長野県側では記録されている．調査では 9 月 8 日に 5 個体が，12 月 9 日に 1個体

が確認された．また， 4 月 8 日の早朝には渓流沿いの原生林の木に止 まる 1 個体が，96 年

6 月 2 日には森林上空を低 く旋回している 1個体が確認された．

キジ目 G A L L IF O R M E S

キジ科 P H A S IA N ID A E

7 ヤマドリ Phasianussogmmerringii：留鳥森林（繁殖）

主に丘陵地から低山帯の森林に生息している．調査では4 月， 5 月，12 月， 2 月に確認

された．4，5 月には翼を羽ばたき音を出す，繁殖期特有の誇示音（ホロ打ちと称す）が聴

かれた．96 年 6 月 2 日にも聴かれたことから繁殖の可能性が高いものと思われる．

8 キジ Phasianus colchicuS：留鳥森林，牧場

主に平地から丘陵地の農耕地，草原，林綾などに生息している．調査では 5 月に繁殖期特

有の鳴き声が牧場周辺の林綾部から，96 年 6 月 2 日にも牧場から鳴き声が聴かれた．少数

が牧場と周辺の林内に生息しているが，狩猟鳥として人口増殖された本種が毎年各地に放鳥

されているため自然分布かどうかは不明である．

ハト目 C O L U M B IF O R M E S

ハト科 C O L U M B ID A E

9 キジバ ト Streptopeliaorientalis：留鳥森林，牧場（繁殖）

海岸に近い小島から低山帯の林，草原，農耕地，市街地，森林など幅広い環境に生息，繁

殖しており，近年は市街地や農耕地で著しく個体数が増加している．調査では 4 月と7 月か

ら1 月までの 8 カ月確認された（出現率 61．5％）が，調査 1 回当たりの個体数は 1 羽から

5 羽と市街地や農耕地と比較して少なく，優占度は約 0．8％にすぎない．

1 0 アオバ トSphenurussieboldii：漂鳥森林

主に低山帯の森林に生息し，冬期には平地や丘陵地の林でも観察される．調査では5，7，

1 1，12 月に 1 か ら3 羽が確認された． 5 月 と7 月では繁殖期特有の鳴き声での確認である

が，個体数密度の低さからと愛知県内での繁殖例が未発見のため，繁殖については不明であ

る．

ホトトギス目 C U C U L IF O R M E S

ホトトギス科 C U C U L ID A E

l l ジュウイチ Cuculusfugax：夏鳥森林（繁殖）

主に低山帯の森林に生息し，ピンズイ，コサメビタキ，オオル リ， クロツ グ ミ， ア カハ

ラ，ノビタキ，ル リビタキ，コマ ドリ，コルリなどの巣 に托卵する習性がある（山階
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1 933）．調査では6 月に2 個体が確認されたのみであるが，わずかだが愛知県内での繁殖記

録が調査地と同様な環境であることから繁殖の可能性有りとしておく．

1 2 カツコウ Cuculus canorus：夏鳥森林（繁殖）

平地から低山帯の草原や森林に生息し，ホオジロ，ホオアカ，アオジ，ハクセキレイ，キ

セキレイ，モズ，アカモズ，オオヨシキリ，コヨシキ リ，ノビタキなどの巣 に托卵する習性

がある．調査では 6，7 月に 1，2個体が確認されたのみであるが，愛知県内の平地から山地

まで繁殖記録があることから，前程 と同様に繁殖の可能性有りとしておく．

1 3 ツツドリ Cuculus saturatus：夏鳥森林，牧場（繁殖）

ホトトギス科の中では春最も早くに渡来し，丘陵地から亜高山帯までの森林に生息する．

アオ ジ，ピンズイ，メジロ，モズ，キクイタダキ，サンコウチ ョウ，オオル リ，ウグイス，

ヤプサメ，メボソムシクイ，センダイムシクイ，コルリなどの巣に托卵する習性がある．調

査では5，6 月に 1 から6 個体が確認された．愛知県内山地での繁殖記録があることから，

繁殖の可能性有りとしておく．

1 4 ホ トトギス Cuculuspoliocephalus：夏鳥森林（繁殖）

丘陵地から低山帯の森林に生息し，主にウグイスに托卵するが，クロツグミ， ミソサザイ

の巣にも托卵する習性がある．調査では6 月から8 月に 1 から5 個体が確認され，宿主のウ

グイスが普通に生息することから繁殖の可能性は高い．

キツツキ 目 P IC IF O R M E S

キツツキ科 P IC ID A E

1 5 アオゲラPicusawokera：留鳥森林（繁殖）

日本固有種で丘陵地から低山帯の森林に生息する．調査では 4，5，8，10，12，1 月（出

現率 53．8％）に 1，2個体が確認され，春には繁殖期特有の鳴き声が聴かれていることから

少数が繁殖している可能性が高い．

1 6 アカゲラDendrocoposmajor：留鳥森林，牧場繁殖

低山帯から亜高山帯の森林に生息し，冬期は丘陵地でもしばしば観察される．調査では毎

回（出現率 100％） 1 から15 個体が確認され，年間の優占度は約 3 ％であり，当調査地で

は最も普通なキツツキ類である． 4 月 8 日の調査の際には林内のあちこちから本種のものと

思われるドラミングが聴かれ，ブナの枯れた幹に巣穴が掘られていた．

1 7 オオアカゲラDendrocopos leucotos：留鳥森林（繁殖）

前種同様低山帯から亜高山帯にかけて生息するが，冬期も同じ場所にとどまる傾向が強い

らしく，愛知県内の丘陵地では観察例が少ない．調査では5，8，12 月に1，2 個体が確認さ

れた．愛知県では設楽町の段戸山裏谷での繁殖記録が知られており，当調査地でも標高や林

相から繁殖の可能性がある．

1 8 コゲラDendrocoposkizuki：留鳥森林（繁殖）

平地から亜高山帯の森林に生息，繁殖する．近年は平地の林でも繁殖が観察されキツツキ

類の中では最も生息分布が広 く，普通に観察される．調査では出現率 84．6％，年間の優占

度は約 2 ％であった．細い枯れ木に本種の古巣が見られたことから繁殖の可能性は高い．
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スズ メ目 P A S S E R IF O R M E S

ヒバリ科 A L A U D ID A E

1 9 ヒバ リ Alaudaaruensis：留鳥牧場（繁殖）

主に平地の農耕地や河原などの裸地状の草原などに生息，繁殖する．調査では4，5 月と

9 ～12 月にかけて 1～6個体が牧場の放牧地草原で確認された．春季には空中高 く羽ばたき

ながらの囀りが観察されたことから繁殖の可能性が高い．本種は主に平地に生息している

が，本来の生息環境に近い人工改変環境であればある程度は標高の高低にかかわらず，種類

によっては適応できる例 と考えられる．

ツバメ科 H IR U N D IN ID A E

2 0 ツバメHirundorustica：夏鳥森林，牧場

平地から低山帯の市街地，村落の家屋で繁殖し，農耕地や林の上を飛翔しながら採餌す

る．調査では8，9 月に恐らく渡 り途中の 3 個体と22 個体が主に牧場の草原で確認された．

2 1 イワツバメDelichonurbica：夏鳥森林，牧場

平地から亜高山帯の橋や家屋などの人口構造物で営巣し，上空を飛翔しながら採餌する．

調査では 9，10 月にそれぞれ 2 個体が確認された．

セキレイ科 M O T A C IL L ID A E

2 2 キセキレイMotaciliacinerea：留鳥森林，牧場（繁殖）

丘陵地から低山帯の主に川や渓流の周辺に生息，繁殖している．冬期は平地でも普通に観察

される．調査では4 月と6 から10 月にかけて 1，2 羽が確認された．95 年 5 月 28 日の補充

調査でも確認されていることと，囀り声の確認から繁殖の可能性が考えられる．

2 3 セグロセキレイMotacilisgrandis：留鳥森林，牧場

本種も丘陵地よりの平地から低山帯の主に川や渓流の周辺に生息，繁殖している．調査で

は8，10，11 月に各 1，4，1個体が確認された．

2 4 ピンズイ Anthushodgsoni：漂鳥森林

低山帯から亜高山帯のやや開けた森林に生息，繁殖する．冬期は平地や丘陵地の公園やゴ

ルフ場などで群れで越冬する．調査では 5 月に樹頂に止まり噂っている 1個体が確認された

が， 1 回のみの記録であるため繁殖についてはなんともいえない．また，10 月には上空を

移動する4 個体 と森林の木に止まっていた 1 個体が確認された．

2 5 タヒバリ Anthusspinoletta：冬鳥牧場

主に冬鳥として平地の農耕地や草地に生息する．調査では 11 月から1 月にかけて牧場の

放牧地で 10 か ら41 個体の群れが確認された．本種もヒバリと同じように積雪で餌が採れな

くなるまでの間，人工環境に適応した例ではないか．

ヒヨドリ科 P Y C N O N O T ID A E

2 6 ヒヨドリHypsipetesamaurotis：留鳥森林，牧場（繁殖）

平地から低山帯の市街地，林，森林に生息，繁殖する．近年は平地から丘陵地の環境に適

応して，著しく個体数が増加した種類である．調査では出現率 69．2％，年間の優占度は
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1 ％ と平地や丘陵地と比較して著しく少なく，低山帯の森林では本来の生息密度を保ってい

るように思われる．

モズ科 L A N IID A E

2 7 モズLaniusbucephalus：留鳥森林，牧場（繁殖）

平地から低山帯の林緑などの解放的な環境に生息，繁殖する．調査では 5 月， 6 月， 8 月

から12 月に1 から3 個体が確認された．それらは全て牧場 とその周辺の林縁部で観察され

た．本文の表では森林ルー トでも記録されているが，調査開始と終了時に牧場脇を通過する

ために記録されたものである．

カワガラス科 C IN C L ID A E

2 8 カワガラス CinCluspallasii：留鳥森林

主に丘陵地から低山帯の渓流に生息，繁殖している．調査では5 月 6 日に谷筋の渓流で 1

個体の鳴き声が確認されたのみである．

ミソサザイ科 T R O G L O D Y T ID A E

2 9 ミソサザイTroglodytestrglodytes：留鳥森林，牧場（繁殖）

低山帯から亜高山帯の森林に生息，繁殖している．冬期は平地から丘陵地で越冬する．調

査では4 月から 12 月に 2 から22 個体が確認され，出現率 76．9％，年間優占度 2．4％であっ

た．繁殖期の間は盛んに噛りが聴かれたことから，繁殖の可能性は高い．

イワヒバリ科 P R U N E L L ID A E

3 0 カヤクグリPrunellarubida：漂鳥森林

高山帯のハイマツ林に生息，繁殖しており，冬期は丘陵地から低山帯の森林で越冬する．

調査では 11 月 12 日に天狗棚付近尾根筋の森林で 2 個体が確認された．その後の調査では確

認されなかったことから，恐らく漂行途中に出現したものと考えられる．

ヒタキ科 M U S CICAPIDAE

ツグミ亜科 T U R D IN A E

3 1 コマドリErithacusakahigr：夏鳥森林（繁殖）

低山帯から亜高山帯の森林に生息，繁殖している．調査では5 月から9 月まで， 1 から9

個体が確認され，出現率 46．2％，年間優占度 0．9％であった．繁殖期の間噛りが聴かれたこ

とから繁殖の可能性は高 く，個体密度は低いが主要な夏鳥である．

3 2 コルリErithacuscyana：夏鳥森林（繁殖）

低山帯から亜高山帯の森林に生息，繁殖している．調査では 5 月から8 月まで， 3 から

1 7 個体が確認され，出現率 38．5％，年間優占度 1．7％であった．繁殖期の間噛 りが聴かれ

たことから繁殖の可能性は高く，夏鳥の内で最も個体密度が高い主要な種類である．

3 3 ル リビタキ Tarsigercyanurus：漂鳥森林

亜高山帯から高山帯の森林に分布，繁殖している．冬期は平地から丘陵地の森林で越冬す
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る．調査では 4 月と11 月に3 個体 と1 個体が確認されたのみで漂行途中に出現したものと

考えられる．

3 4 ジョウビタキPhoenicurusauroreus：冬鳥森林

冬鳥として渡来し，平地から丘陵地の市街地の庭，林縁，山林，などの解放的な環境で越

冬する．調査では11 月に 2 個体が確認されたのみで，渡 り途中に出現したものと考えられ

る．

3 5 マ ミジロ Turdus sibgricus：夏鳥森林（繁殖）

低山帯から亜高山帯の森林に生息，繁殖している．調査では 5 月から8 月にかけて， 1 か

ら4 個体が確認され（出現率 38．5％，年間優占度 0．3％），囀り声も聴かれていることから

繁殖の可能性は高く，夏鳥としては本調査地を特徴づける種類といえよう．また，調査地で

出会ったバードウオッチャーからは，1994 年には面ノ木園地近 くの林で本種の繁殖が確認

されたとのことであった．

3 6 クロツグミ Turdus cardis：夏鳥森林

低山帯の森林に生息，繁殖している．調査では 5 月 6 日に 1 個体が，10 月 に 5 個体が確

認された． 5 月の記録は囀り声の確認であり，繁殖可能な環境でもあるが，その後は秋まで

記録されなかったことから，本種の繁殖についてはなんともいえない．

3 7 シロハラTurduspallidus：冬鳥森林

冬鳥として渡来し，平地から丘陵地の林や森林で越冬する．調査では 12 月に 11個体が確

認されたのみで，渡り途中に出現したものと考えられる．

3 8 マ ミチャジナイTuradusobscurus：旅鳥森林

平地から亜高山帯の林や森林で，主に秋季渡り途中の群れが記録されている．調査では

1 0 月にクロツグミの群れに混じって 2 個体が確認された．

3 9 ツグミTurdusnaumanni：冬鳥森林，牧場

冬鳥として渡来し，平地から低山帯の農耕地，市街地，公園，森林など広範な環境で越冬

する．調査では 11 月から3 月に 1 から169 個体が確認された．特に 11 月では調査地全域で

渡り途中の群れが多数出現した．積雪が増えた 2 月， 3 月にはほとんどが低地へ去り，それ

ぞれ 1個体の確認となった．

ウグイス亜科 S Y L V IIN A E

4 0 ヤプサメ Cettiasquameiceps：夏鳥森林，牧場（繁殖）

丘陵地から低山帯の森林に生息，繁殖する．調査では5 月から9 月まで， 2 から10個体

が確認され，出現率 46．2％，年間優占度 0．9％であった．繁殖期の間囀りが聴かれたことか

ら繁殖の可能性は高 く，夏鳥の内でコマドリ同様主要な種類である．

4 1 ウグイス C ettiadiphone：留鳥森林，牧場（繁殖）

丘陵地から亜高山帯にかけて生息，繁殖している．調査では 4 月から11 月までに 1 から

3 4個体が確認され，出現率 69．2％，年間優占度 4．6％であった．繁殖期の間囀りが聴かれ

たことから繁殖の可能性は高 く，当調査地を特徴づける主要な構成種である．積雪の厳冬期

には確認されなかった．

4 2 メボソムシクイPhylloscopusborealis：夏鳥森林
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亜高山帯から高山帯の森林に生息，繁殖する．調査では 10 月に 5 個体が確認されたのみ

で，渡 り途中に出現した もの と考えられる．ムシクイ類の野外識別 は主に囀り声によるのが

確実だが，春の渡 りでは頻繁に囀りるのに対して，秋にはほとんど囀りらないためしっかりと姿

を観察できない限り識別は大変難しい．調査では5 個体ともに姿を観察できたことと，小声

の囀り声がきかれたことで識別できたが，この時期にはもっと多くの個体が渡っているもの

と思われ る．

4 3 センダイムシクイPhylloscopus ocipitalis：夏鳥森林（繁殖）

丘陵地から低山帯の森林に生息，繁殖している．調査では 5 月から7 月にかけて 1 から5

個体が確認され，出現率 30．8％，年間優占度 0．4％であった．繁殖期の間囀りが聴かれたこ

とから繁殖の可能性は高く，個体数密度は低いが，夏鳥として当調査地を特徴づける構成種

とい え よ う．

4 4 キクイタダキRegulus regulus：漂鳥森林

低山帯から亜高山帯の森林に生息，繁殖しており，冬期はやや低い地域へ漂行する．調査

では 10 月から2 月にかけて 1 か ら8 個体が確認された．調査結果で見る限り当調査地では

冬鳥であるが，繁殖している他地域と比べ林相的にも標高的にも繁殖可能と考えられる．

ヒタキ亜科 M U SC IC A P IN A E

4 5 キビタキFicedulanarcissina：夏鳥森林（繁殖）

丘陵地から低山帯にかけての森林に生息，繁殖している．近年愛知県では丘陵地でしばし

ば繁殖期の間囀り声が聴かれている．調査では5月から7月と10月に1から2個体が確認

された．繁殖期では囀り声での確認であり，繁殖の可能性は高いものと考えられるが，個体

数密度は極めて低い．

4 6 オオルリCyanoptila cyanomelana：夏鳥森林（繁殖）

丘陵地から低山帯の渓流近 くの森林に生息，繁殖している．調査では 5 月から7 月と10

月に1 から4個体が確認されている．繁殖期の間囀りが聴かれたことから繁殖の可能性は高

く，夏鳥として当調査地を特徴づける主要な構成種である．

4 7 コサメビタキMuscicapa latirostris：夏鳥森林

丘陵地から低山帯の森林に生息，繁殖している．調査では 5 月 6 日に 1 個体が確認され

た．愛知県内では少数の繁殖記録があり，本調査地でも繁殖可能な環境であるが， 1個体の

確認では繁殖の可能性については分からない．

エナガ科 A E G IT H A L ID A E

4 8 エナガ Aegithaios cadatus：留鳥森林，牧場繁殖

丘陵地から低山帯の森林に生息，繁殖している．調査では 7 月を除 く全ての月で 1 から

5 7 個体が確認され，出現率 84．6％，年間優占度 4．0％であった．夏から冬には巣立ち後の

幼鳥群が確認され出現個体数が増加した．一年を通して生息しており，調査地の森林に生息

する真の留鳥といえる種類である．
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シジュウカラ科 P A R ID A E

4 9 コガラParusmontanus：留鳥森林，牧場繁殖

低山帯から亜高山帯の森林に生息，繁殖している．調査では全ての月で 1 から9 個体が確

認され，出現率 92．3％，年間優占度 1．5％であった．96 年 6 月 2 日の補充調査では直径 20

c m 位の枯れた立木に，恐らくコゲラによって掘られた巣穴に，餌をくわえて出入りしてい

る本種が確認された．一年を通して生息しており，前種と同様に，調査地の森林に生息する

真の留鳥といえる種類である．

5 0 ヒガラParus atgr：留鳥森林，牧場（繁殖）

低山帯から亜高山帯の森林に生息，繁殖している．調査では全ての月で 12 か ら37 個体が

確認され，出現率 100％，年間優占度 8．4％であった．調査地の森林に 1年を通じて生息し，

囀り声が聴かれたことから繁殖の可能性は高く，調査地の森林に生息する最も普通な留鳥と

いえる種類である．

5 1 ヤマガラParus varius：留鳥森林，牧場（繁殖）

平地から亜高山帯の森林に幅広 く生息，繁殖している．調査では全ての月で 2 から14 個

体が確認され，出現率 100％，年間優占度 3．1％であった．調査地の森林に 1 年を通じて生

息し，囀り声が聴かれたことから繁殖の可能性は高く，調査地の森林に生息する真の留鳥と

いえる種類である．

5 2 シジュウカラParus major：留鳥森林，牧場（繁殖）

前程同様平地から亜高山帯の森林に幅広く生息，繁殖している．調査では 2 月を除 く全て

の月で 1 から12 個体が確認され，出現率 92．3％，年間優占度 2．4％であった．調査地の森

林に 1年を通じて生息し，囀り声が聴かれたことから繁殖の可能性は高く，調査地の森林に

生息する真の留鳥といえる種類である．

メジロ科 Z O S T E R O P ID A E

5 3 メジロZosteropsjaponica：留鳥森林，牧場

平地から低山帯の森林に生息，繁殖している．調査では4，7，10，11 月に5 から32 個体

が確認され，出現率 30．8％，年間優占度 1．6％であった．調査地では 1度も囀り声が聴かれ

なかったことから，繁殖についてはなんともいえないが，96 年 6 月 2 日の補充調査でも本

種が確認されていることから全 く否定もできない．筆者の未発表資料によれば丘陵地では噛

り声も多数が聴かれ普通の種類である．

ホオジロ科 E M B E R IZ ID A E

5 4 ホオジロEmberiza cioides：留鳥森林，牧場（繁殖）

平地から低山帯の草地や林縁などの開放的な環境に生息，繁殖している．調査では7 月と

厳冬期の 2 月， 3 月に確認されなかったが， 7 月と2 月では本種が主に出現した牧場の調査

が出来なかったことからの未確認の可能性も否定できない．出現数は 1 から29 個体が確認

され，出現率 69．2％，年間優占度 2．2％であった．繁殖期には囀り声が聴かれたことから繁

殖の可能性は高い．

5 5 カシラダカEmbgrizarusgica：冬鳥森林，牧場
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冬鳥として渡来し，平地から低山帯の農耕地，林，森林などで越冬する．調査では 4 月と

1 1 月から1 月に33 から 113 個体が確認され，出現率 30．8％，年間優占度 7．8％であった．

それらは渡 り途中に出現したもので積雪が多かった 2 月には確認されなかった．また， 4 月

は繁殖地への渡り途中の群れで，盛んに囀りるのが聴かれた．

5 6 アオジEmberiza spodocephala：漂鳥森林

低山帯から亜高山帯のやや開放的な森林に生息，繁殖しており，冬期は平地から丘陵地へ

漂行する．平地で越冬するもののほとんどは北海道以北からの渡り鳥で漂鳥よりもむしろ冬

鳥に分類した方が良いかも知れないが，本州の山地でも繁殖個体が少なからず生息している

ので本報告では漂鳥としておく．調査では 11 月 と12 月に 1個体 と2個体が確認されたのみ

であ る．

アトリ科 F R IN G IL L ID A E

5 7 ア トリFringilla montifringilla：冬鳥森林

冬鳥として渡来し，平地から低山帯の農耕地，林，森林などで越冬する．多い年には数十

万羽もの大群になることもあり，しばしばメディアにより報道されることがある．調査では

1 1 月から1 月 と3 月に 1 から654 個体が確認され，出現率 30．8％，年間優占度 20．5％で

あった．11 月の 654個体は渡り途中に出現したもので，12 月は10個体， 1 月は30 個体が

確認され，積雪が多かった 2 月には確認されなかった．本調査と平行して調査した茶臼山で

はかなりの個体数が越冬していた（真野未発表資料）ので本調査地でも少数が越冬したもの

と思われる．

5 8 カワラヒワ Carduelis sinica：留鳥森林，牧場

平地から低山帯の市街地，農耕地，林，森林などに生息，繁殖している．冬期には積雪の

著しい地方からの群が渡来する．調査では 4 月， 9 月，11 月から1 月と3 月に 1 から162

個体が確認され，出現率 46．2％，年間優占度 6．4％であった．11 月から1 月の群れは恐ら

く積雪の著しい地方から渡来した群れと思われる．

5 9 マヒワCarduelis spinus：冬鳥森林

冬鳥として丘陵地から低山帯の森林に渡来する．調査では 11 月，12 月， 2 月にそれぞれ

1 ，1，3個体が確認されたのみである．本種はスギ，ヒノキなど針葉樹の種子を好み，数 10

から数 100 個体の群れで行動することが多く個体数の年変動が大きな種類でもある．

6 0 ペニマシコUragus sibiricus：冬鳥森林，牧場

冬鳥として主に丘陵地の林縁などの開放的な環境で越冬する．調査では 11 月と1 月にそ

れぞれ 2 個体と3 個体が確認された．

6 1 ウソPyrrhula Pyrrhula：漂鳥森林

亜高山帯の森林に生息，繁殖し，平地から低山帯の公園や森林などで越冬する．調査では

4 月と11 月から2 月に 2 から6 個体が確認され，出現率 38．5％，年間優占度 0．6％であっ

た．本種も個体数の年変動が大きく，調査年は各地で出現数が少なかった．

6 2 イカルEophona personata：留鳥森林，牧場（繁殖）

丘陵地から低山帯の森林に生息，繁殖している．調査では 4 月から6 月と9 月から11 月

に1 から6 個体が確認された． 4 月から6 月と9 月には囀り声が珂恵かれていることから繁殖
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の可能性は高いが，個体数は少ない．

6 3 シメ C occothraustes coccothraustes：冬鳥森林

北海道以北の森林で繁殖し，冬鳥として平地から丘陵地の市街地，林，森林などで越冬す

る．調査では 1月に1 個体が確認されただけである．年によっては大群が渡ってくることも

あり個体数の年変動が比較的大きい種類である．

カラス科 C O R V ID A E

6 4 カケス Garrulusglandarius：留鳥森林，牧場（繁殖）

丘陵地から亜高山帯の森林に幅広 く生息，繁殖している．調査では 8 月を除き2 から28

個体が確認され，出現率 92．3％，年間優占度 2．3％であった．調査地の森林に1 年を通じて

生息し，繁殖期特有の鳴き声が聴かれたことからも繁殖の可能性は高く，調査地の森林に生

息する留鳥といえるが，10 月には他の月よりも出現頻度，個体数共に多く漂行の際に通過

するする個体もあることが考えられる．

6 5 ハ シボソガラス C orvuscorone：留鳥牧場

平地から丘陵地の農耕地や周辺の林などに生息，繁殖している．調査では4 月， 9 月， 1

月にそれぞれ 2，3，2 個体が確認された．本調査地では本来の生息地ではなく，恐らく繁殖

の可能性も低いものと思われる．

6 6 ハシブ トガラス C orvusmacrorhynchos：留鳥森林，牧場（繁殖）

平地から高山帯の農耕地，市街地，森林など非常に幅広い環境に適応し生息，繁殖してい

る．調査では年間を通して出現し， 3 か ら68 個体が確認され，出現率 100％，年間優占度

6 ．0％であった．森林よりも牧場の方が多 く確認されたが，それぞれ休息環境 と餌場環境の

関係にあり，本調査地を特徴づける留鳥といえる．

宮原 リス ト

キジ目 G A L L IF O R M E S

キジ科 P H A S IA N ID A E

l コジュケイBambusicolathoracica：留鳥

チドリ目 C H A R A D R IIF O R M E S

シギ科 S C O L O P A C ID A E

2 アオシギ Gallingao solitaria：冬鳥

フク ロウ目 S T R IG IF O R M E S

フクロウ科 S T R IG ID A E

3 コノハズク Otus scops：夏鳥

4 フクロウ Strix uralensis：留鳥

アマ ツバ メ目 A P O D IF O R M E S



1 66 稲武町面ノ木峠 （愛知県の矢作川源流域）における鳥類相 （真野 徹）

アマツバメ科 A P O D ID A E

5 ハ リオアマツバメ Chaetura caudacuta：夏鳥

6 アマツバメ Apus pacificus：夏鳥

スズメ 目 P A S S E R IF O R M E S

セキレイ科 M O T A C IL L ID A E

7 ハクセキレイMotacillaalba：漂鳥

サンシヨウクイ科 C A M P E P H A G ID A E

8 サンシヨウクイPericrocotus divaricatus：夏鳥

ヒタキ科 M U S C IC A P ID A E

ツグミ重科 T U R D IN A E

9 トラツグ ミ Turdus dauma：留鳥

カササギヒタキ亜科 M O N A R C H IN A E

1 0 サンコウチョウ Terpsiphoneatrocaudata：夏鳥

ゴジュウカラ科 SIT T ID A E

1 1 ゴジュウカラSitta europaea：留鳥

キバシリ科 C E R T H IID A E

1 2 キバ シリ Certhia familiaris：留鳥

アトリ科 F R IN G IL L ID A E

1 3 ハギマシコLeucosticte arctoa：冬鳥

ハタオリドリ科 P L O C E ID A E

1 4 スズメPassgrmontanus：留鳥




